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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グループに属するメンバーを識別するメンバーの識別情報と、前記メンバーを支援する
支援者を識別する支援者の識別情報と、医療従事者を識別する医療従事者の識別情報とを
記憶する利用者記憶部を有するコンピュータが、
　前記メンバーの識別情報に対応する第１の情報処理装置に、前記メンバーのコメントと
精神状態を表す指標値とを入力する第１の入力画面を表す画面情報を送信し、
　前記第１の情報処理装置から前記第１の入力画面に入力された前記コメントまたは／お
よび前記指標値を受信し、
　受信した前記コメントまたは／および前記指標値を前記メンバーの識別情報に対応付け
て記憶部に記憶し、
　前記支援者の識別情報に対応する第２の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対
応付けて前記記憶部に記憶されたコメントと、前記医療従事者への通報の要否を示す情報
を入力する第２の入力画面を表す画面情報と、を送信し、
　前記第２の情報処理装置から前記第２の入力画面に入力された前記医療従事者への通報
が必要であることを示す情報を受信したことに応じて、前記医療従事者の識別情報に対応
する第３の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて記憶された情報を送信
し、
　前記グループに属する他のメンバーの識別情報に対応する第５の情報処理装置に、前記
メンバーへのメッセージを入力する第３の入力画面を表す画面情報を送信し、
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　前記第５の情報処理装置から前記第３の入力画面に入力された前記メッセージを受信し
たことに応じて、前記メンバーの識別情報に対応付けて、前記他のメンバーの識別情報と
、受信した前記メッセージとを、前記記憶部に記憶し、
　前記第１の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて前記記憶部に記憶さ
れた他のメンバーの識別情報とメッセージとを送信する、
　処理を実行することを特徴とする精神疾患予防支援方法。
【請求項２】
　前記利用者記憶部は、前記グループを管理する管理者を識別する管理者の識別情報を記
憶し、
　前記コンピュータが、
　前記管理者の識別情報に対応する第４の情報処理装置に、前記記憶部に記憶された指標
値に基づく前記グループにおける指標値の統計情報を送信する、
　処理を実行することを特徴とする請求項１に記載の精神疾患予防支援方法。
【請求項３】
　前記コンピュータが、
　前記第２の情報処理装置から前記第２の入力画面に入力された前記医療従事者への通報
が必要であることを示す情報を受信したことに応じて、前記第３の情報処理装置に、前記
メンバーの識別情報と、前記メンバーの識別情報に対応付けて前記記憶部に記憶された指
標値と他のメンバーの識別情報とメッセージとを送信する、
　処理を実行することを特徴とする請求項１または２に記載の精神疾患予防支援方法。
【請求項４】
　前記コンピュータが、
　前記グループを管理する管理者に対応する第４の情報処理装置に、前記記憶部に記憶さ
れた他のメンバーの識別情報とメッセージとに基づく前記グループにおけるメッセージの
統計情報を送信する、
　処理を実行することを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の精神疾患予防支
援方法。
【請求項５】
　前記第２の入力画面は、さらに、前記メンバーのコメントに対する応答コメントを入力
する画面であって、
　前記コンピュータが、
　前記第２の情報処理装置から前記第２の入力画面に入力された前記応答コメントを受信
したことに応じて、前記メンバーの識別情報に対応付けて、受信した前記応答コメントを
前記記憶部に記憶し、
　前記第１の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて前記記憶部に記憶さ
れた応答コメントを送信する、
　処理を実行することを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の精神疾患予防支
援方法。
【請求項６】
　コンピュータに、
　利用者記憶部にグループに属するメンバーを識別するメンバーの識別情報と、前記メン
バーを支援する支援者を識別する支援者の識別情報と、医療従事者を識別する医療従事者
の識別情報とを記憶させ、
　前記メンバーの識別情報に対応する第１の情報処理装置に、前記メンバーのコメントと
精神状態を表す指標値とを入力する第１の入力画面を表す画面情報を送信し、
　前記第１の情報処理装置から前記第１の入力画面に入力された前記コメントまたは／お
よび前記指標値を受信し、
　前記メンバーの識別情報に対応付けて、受信した前記コメントまたは／および前記指標
値を記憶部に記憶し、
　前記支援者の識別情報に対応する第２の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対
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応付けて前記記憶部に記憶されたコメントと、前記医療従事者への通報の要否を示す情報
を入力する第２の入力画面を表す画面情報と、を送信し、
　前記第２の情報処理装置から前記第２の入力画面に入力された前記医療従事者への通報
が必要であることを示す情報を受信したことに応じて、前記医療従事者の識別情報に対応
する第３の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて記憶された情報を送信
し、
　前記グループに属する他のメンバーの識別情報に対応する第５の情報処理装置に、前記
メンバーへのメッセージを入力する第３の入力画面を表す画面情報を送信し、
　前記第５の情報処理装置から前記第３の入力画面に入力された前記メッセージを受信し
たことに応じて、前記メンバーの識別情報に対応付けて、前記他のメンバーの識別情報と
、受信した前記メッセージとを、前記記憶部に記憶し、
　前記第１の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて前記記憶部に記憶さ
れた他のメンバーの識別情報とメッセージとを送信する、
　処理を実行させることを特徴とする精神疾患予防支援プログラム。
【請求項７】
　グループに属するメンバーを識別するメンバーの識別情報と、前記メンバーを支援する
支援者を識別する支援者の識別情報と、医療従事者を識別する医療従事者の識別情報とを
記憶する利用者記憶部と、
　前記メンバーの識別情報に対応する第１の情報処理装置に、前記メンバーのコメントと
精神状態を表す指標値とを入力する第１の入力画面を表す画面情報を送信し、
　前記第１の情報処理装置から前記第１の入力画面に入力された前記コメントまたは／お
よび前記指標値を受信し、
　受信した前記コメントまたは／および前記指標値を前記メンバーの識別情報に対応付け
て記憶部に記憶し、
　前記支援者の識別情報に対応する第２の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対
応付けて前記記憶部に記憶されたコメントと、前記医療従事者への通報の要否を示す情報
を入力する第２の入力画面を表す画面情報と、を送信し、
　前記第２の情報処理装置から前記第２の入力画面に入力された前記医療従事者への通報
が必要であることを示す情報を受信したことに応じて、前記医療従事者の識別情報に対応
する第３の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて記憶された情報を送信
し、
　前記グループに属する他のメンバーの識別情報に対応する第５の情報処理装置に、前記
メンバーへのメッセージを入力する第３の入力画面を表す画面情報を送信し、
　前記第５の情報処理装置から前記第３の入力画面に入力された前記メッセージを受信し
たことに応じて、前記メンバーの識別情報に対応付けて、前記他のメンバーの識別情報と
、受信した前記メッセージとを、前記記憶部に記憶し、
　前記第１の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて前記記憶部に記憶さ
れた他のメンバーの識別情報とメッセージとを送信する制御部と、
　を有することを特徴とする精神疾患予防支援装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、精神疾患予防支援方法、精神疾患予防支援プログラム、および精神疾患予防
支援装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、労働者の精神疾患による企業活動や社会活動への悪影響を防止するために、労働
者の精神疾患を予防するための様々な取り組みが行われている。例えば、医療従事者によ
る労働者の相談対応、プロジェクト管理者へのメンタルヘルス教育、または労働者のスト
レスチェックなどが行われている。関連する技術としては、例えば、指導対象者が摂取し
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た食事の食事情報を受信し、指導対象者から受信した食事情報を指導対応者へ提示する。
指導対応者は指導対象者の日々の食生活を観察し、食生活改善に対する指導を行う仕組み
を提供するものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１９１９２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来技術では、労働者の精神疾患の予兆を発見できず、労働者の精神疾
患を予防することができない場合がある。例えば、労働者の人数が膨大になると、労働者
の相談対応のための時間が不足して、労働者の精神疾患の予兆を発見することが困難にな
る。
【０００５】
　１つの側面では、本発明は、精神疾患の予防を支援することができる精神疾患予防支援
方法、精神疾患予防支援プログラム、および精神疾患予防支援装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一側面によれば、利用者記憶部にグループに属するメンバーを識別するメンバ
ーの識別情報と、前記メンバーを支援する支援者を識別する支援者の識別情報と、医療従
事者を識別する医療従事者の識別情報とを記憶させ、前記メンバーの識別情報に対応する
第１の情報処理装置に、前記メンバーのコメントと精神状態を表す指標値とを入力する第
１の入力画面を表す画面情報を送信し、前記第１の情報処理装置から前記第１の入力画面
に入力された前記コメントまたは／および前記指標値を受信し、前記メンバーの識別情報
に対応付けて、受信した前記コメントまたは／および前記指標値を記憶部に記憶し、前記
支援者の識別情報に対応する第２の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付け
て前記記憶部に記憶されたコメントと、前記医療従事者への通報の要否を示す情報を入力
する第２の入力画面を表す画面情報と、を送信し、前記第２の情報処理装置から前記第２
の入力画面に入力された前記医療従事者への通報が必要であることを示す情報を受信した
ことに応じて、前記医療従事者の識別情報に対応する第３の情報処理装置に、前記メンバ
ーの識別情報に対応付けて記憶された情報を送信する精神疾患予防支援方法、および精神
疾患予防支援プログラムが提案される。
【０００７】
　また、本発明の一側面によれば、グループに属するメンバーを識別するメンバーの識別
情報と、前記メンバーを支援する支援者を識別する支援者の識別情報と、医療従事者を識
別する医療従事者の識別情報とを記憶する利用者記憶部と、前記メンバーの識別情報に対
応する第１の情報処理装置に、前記メンバーのコメントと精神状態を表す指標値とを入力
する第１の入力画面を表す画面情報を送信し、前記第１の情報処理装置から前記第１の入
力画面に入力された前記コメントまたは／および前記指標値を受信し、受信した前記コメ
ントまたは／および前記指標値を前記メンバーの識別情報に対応付けて記憶部に記憶し、
前記支援者の識別情報に対応する第２の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応
付けて前記記憶部に記憶されたコメントと、前記医療従事者への通報の要否を示す情報を
入力する第２の入力画面を表す画面情報と、を送信し、前記第２の情報処理装置から前記
第２の入力画面に入力された前記医療従事者への通報が必要であることを示す情報を受信
したことに応じて、前記医療従事者の識別情報に対応する第３の情報処理装置に、前記メ
ンバーの識別情報に対応付けて記憶された情報を送信する制御部と、を有する精神疾患予
防支援装置が提案される。
【発明の効果】
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【０００８】
　本発明の一態様によれば、精神疾患の予防を支援することができるという効果を奏する
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、精神疾患予防支援システム１００の一実施例を示す説明図である。
【図２】図２は、図１に示した精神疾患予防支援システム１００のシステム構成の一例を
示す説明図である。
【図３】図３は、制御装置１１０になるコンピュータのハードウェア構成例を示すブロッ
ク図である。
【図４】図４は、ログオンテーブル４００の記憶内容の一例を示す説明図である。
【図５】図５は、ニコニコマークテーブル５００の記憶内容の一例を示す説明図である。
【図６】図６は、つぶやきテーブル６００の記憶内容の一例を示す説明図である。
【図７】図７は、サンクストークンテーブル７００の記憶内容の一例を示す説明図である
。
【図８】図８は、メンバーリストテーブル８００の記憶内容の一例を示す説明図である。
【図９】図９は、プロジェクト管理者ログオンテーブル９００の記憶内容の一例を示す説
明図である。
【図１０】図１０は、プロジェクト管理者リストテーブル１０００の記憶内容の一例を示
す説明図である。
【図１１】図１１は、支援者ログオンテーブル１１００の記憶内容の一例を示す説明図で
ある。
【図１２】図１２は、集計テーブル１２００の記憶内容の一例を示す説明図である。
【図１３】図１３は、医療従事者ログオンテーブル１３００の記憶内容の一例を示す説明
図である。
【図１４】図１４は、精神疾患予防支援装置の機能的構成例を示すブロック図である。
【図１５】図１５は、メンバーの登録の一例を示す説明図である。
【図１６】図１６は、メンバーのログオンの一例を示す説明図である。
【図１７】図１７は、メンバーの操作の一例を示す説明図である。
【図１８】図１８は、メンバーの指標値とコメントとの入力の一例を示す説明図である。
【図１９】図１９は、メンバーのサンクストークンの送信の一例を示す説明図である。
【図２０】図２０は、メンバーのサンクストークンの閲覧の一例を示す説明図である。
【図２１】図２１は、メンバーの一言アドバイスの閲覧の一例を示す説明図である。
【図２２】図２２は、プロジェクト管理者のログオンの一例を示す説明図である。
【図２３】図２３は、プロジェクト管理者の操作の一例を示す説明図である。
【図２４】図２４は、支援者の操作の一例を示す説明図である。
【図２５】図２５は、支援者の一言アドバイスの入力の一例を示す説明図である。
【図２６】図２６は、医療従事者の操作の一例を示す説明図である。
【図２７】図２７は、メンバーからのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の
一例を示すフローチャート（その１）である。
【図２８】図２８は、メンバーからのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の
一例を示すフローチャート（その２）である。
【図２９】図２９は、メンバーからのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の
一例を示すフローチャート（その３）である。
【図３０】図３０は、メンバーからのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の
一例を示すフローチャート（その４）である。
【図３１】図３１は、メンバーからのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の
一例を示すフローチャート（その５）である。
【図３２】図３２は、メンバーからのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の
一例を示すフローチャート（その６）である。
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【図３３】図３３は、制御装置１１０の集計処理手順の一例を示すフローチャートである
。
【図３４】図３４は、支援者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の一
例を示すフローチャート（その１）である。
【図３５】図３５は、支援者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の一
例を示すフローチャート（その２）である。
【図３６】図３６は、支援者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の一
例を示すフローチャート（その３）である。
【図３７】図３７は、医療従事者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順
の一例を示すフローチャートである。
【図３８】図３８は、プロジェクト管理者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答
処理手順の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に添付図面を参照して、本発明にかかる精神疾患予防支援方法、精神疾患予防支援
プログラム、および精神疾患予防支援装置の実施の形態を詳細に説明する。
【００１１】
（精神疾患予防支援システム１００の一実施例）
　図１は、精神疾患予防支援システム１００の一実施例を示す説明図である。
【００１２】
　精神疾患予防支援システム１００は、制御装置１１０と、メンバー用装置１１１と、支
援者用装置１１２と、医療従事者用装置１１３と、を有するシステムである。
【００１３】
　制御装置１１０は、精神疾患予防支援システム１００を制御するコンピュータである。
制御装置１１０としては、例えば、サーバ、およびＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕ
ｔｅｒ）などが採用される。
【００１４】
　メンバー用装置１１１は、プロジェクトのグループに属するメンバーが使用するコンピ
ュータである。メンバー用装置１１１としては、例えば、携帯端末、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏ
ｎａｌ　Ｈａｎｄｙｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉ
ｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）、タブレット端末、スマートフォン、ノートＰＣ、およ
びＰＣなどが採用される。
【００１５】
　支援者用装置１１２は、プロジェクトのグループに属さない、プロジェクトのグループ
のメンバーを支援する支援者が使用するコンピュータである。支援者用装置１１２として
は、例えば、携帯端末、ＰＨＳ、ＰＤＡ、タブレット端末、スマートフォン、ノートＰＣ
、およびＰＣなどが採用される。
【００１６】
　医療従事者用装置１１３は、医療従事者が使用するコンピュータである。医療従事者用
装置１１３としては、例えば、携帯端末、ＰＨＳ、ＰＤＡ、タブレット端末、スマートフ
ォン、ノートＰＣ、およびＰＣなどが採用される。
【００１７】
　図１の例では、（１）制御装置１１０は、メンバー用装置１１１に、メンバーのコメン
トと精神状態の指標値とを入力する第１の入力画面の画面情報を送信する。
【００１８】
　（２）メンバー用装置１１１は、第１の入力画面の画面情報を受信し、受信した第１の
入力画面の画面情報に基づいて、第１の入力画面を表示する。次に、メンバー用装置１１
１は、メンバーが第１の入力画面に入力した精神状態の指標値とコメントとを受け付ける
。そして、メンバー用装置１１１は、制御装置１１０に、受け付けた精神状態の指標値と
コメントとを送信する。
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【００１９】
　（３）制御装置１１０は、精神状態の指標値とコメントとを受信した場合、メンバーの
識別情報に対応付けて、受信した指標値と、受信したコメントと、を制御装置１１０が有
する記憶装置に記憶する。そして、制御装置１１０は、支援者用装置１１２に、メンバー
の識別情報とメンバーの識別情報に対応付けて記憶装置に記憶されたコメントとを含み、
医療従事者への通報の要否を入力する第２の入力画面の画面情報を送信する。
【００２０】
　（４）支援者用装置１１２は、第２の入力画面の画面情報を受信し、受信した第２の入
力画面の画面情報に基づいて、第２の入力画面を表示する。次に、支援者用装置１１２は
、支援者が第２の入力画面に入力した医療従事者への通報の要否を示す情報を受け付ける
。そして、支援者用装置１１２は、受け付けた情報が医療従事者への通報が必要であるこ
とを示す情報である場合、制御装置１１０に、受け付けた情報を送信する。
【００２１】
　（５）制御装置１１０は、医療従事者への通報が必要であることを示す情報を受信した
場合、医療従事者用装置１１３に、メンバーの識別情報と、メンバーの識別情報に対応付
けて記憶装置に記憶された指標値とを送信する。上述した（１）～（５）の一連の動作は
、一定の間隔で行われる。（１）～（５）の動作は、例えば、勤務日ごとに行われる。
【００２２】
　このように、精神疾患予防支援システム１００は、グループに属するメンバーが入力し
たコメントを、グループに属さない支援者に送信することにより、メンバーの精神疾患の
予兆を発見する機会を支援者にまで広げることができる。また、精神疾患予防支援システ
ム１００は、メンバーが入力したコメントを、グループに属する他のメンバーには閲覧さ
せず、グループに属さない支援者に閲覧させることができる。これにより、精神疾患予防
支援システム１００は、メンバーが、グループに属する他のメンバーとの人間関係および
グループに属しグループを管理するプロジェクト管理者からの人事評価などを気にするこ
となくコメントを入力することができる環境を提供することができる。また、これにより
、精神疾患予防支援システム１００は、指標値を医療従事者に提供して、医療従事者にグ
ループの状態を把握させることができ、医療従事者が精神疾患の対策をすることを支援す
ることができる。
【００２３】
　また、（６）精神疾患予防支援システム１００は、メンバーが入力した指標値の統計情
報を算出してもよい。そして、精神疾患予防支援システム１００は、グループに属し、グ
ループを管理するプロジェクト管理者が使用するプロジェクト管理者用装置１１４に、算
出した統計情報を送信してもよい。
【００２４】
　これにより、精神疾患予防支援システム１００は、プロジェクト管理者にグループの状
態を把握させて、プロジェクト管理者にグループの状態改善を促すことができる。また、
精神疾患予防支援システム１００は、グループに属するプロジェクト管理者には、メンバ
ー個人の指標値そのものを閲覧させることなく、指標値に基づく統計情報にしてから閲覧
させることができる。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、メンバーが、グ
ループに属する他のメンバーとの人間関係およびグループに属しグループを管理するプロ
ジェクト管理者からの人事評価などを気にすることなく、指標値を入力することができる
環境を提供することができる。
【００２５】
　また、第２の入力画面は、さらに、医療従事者への通報が必要であると判断したメンバ
ーに対する、支援者の所見を入力することができる画面であってもよい。この場合、支援
者用装置１１２は、支援者が第２の入力画面に入力した、医療従事者への通報の要否を示
す情報と、メンバーに対する支援者の所見とを受け付ける。そして、支援者用装置１１２
は、受け付けた情報が医療従事者への通報が必要であることを示す情報である場合、制御
装置１１０に、受け付けた情報と、メンバーに対する支援者の所見とを送信する。これに
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より、精神疾患予防支援システム１００は、メンバーに対する支援者の所見を医療従事者
に提供して、医療従事者が精神疾患の対策をすることを支援することができる。
【００２６】
（精神疾患予防支援システム１００のシステム構成の一例）
　図２は、図１に示した精神疾患予防支援システム１００のシステム構成の一例を示す説
明図である。
【００２７】
　図２において、ネットワーク２１０は、制御装置１１０と、メンバー用装置１１１と、
支援者用装置１１２と、医療従事者用装置１１３と、プロジェクト管理者用装置１１４と
、が通信可能な通信網である。ネットワーク２１０は、例えば、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａ
ｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、インター
ネット、携帯電話網などにより実現される。
【００２８】
（コンピュータのハードウェア構成例）
　図３は、制御装置１１０になるコンピュータのハードウェア構成例を示すブロック図で
ある。
【００２９】
　図３において、コンピュータは、プロセッサ３０１、記憶装置３０２、入力装置３０３
、出力装置３０４、および通信装置３０５が、バス３０６に接続されている。
【００３０】
　プロセッサ３０１は、コンピュータの全体の制御を司る。また、プロセッサ３０１は、
記憶装置３０２に記憶されているＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）や本実施の
形態の表示制御プログラムなどの各種プログラムを実行することで、記憶装置３０２内の
データを読み出したり、実行結果となるデータを記憶装置３０２に書き込んだりする。
【００３１】
　記憶装置３０２は、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄ
ｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリ、磁気ディスクドライブなどで
構成され、プロセッサ３０１のワークエリアになったり、各種プログラムや、各種プログ
ラムの実行により得られたデータを含む各種データを記憶したりする。
【００３２】
　入力装置３０３は、キーボード、マウス、タッチパネルなどユーザの操作により、各種
データの入力を行うインターフェースである。出力装置３０４は、プロセッサ３０１の指
示により、データを出力するインターフェースである。出力装置３０４には、ディスプレ
イやプリンタが挙げられる。通信装置３０５は、ネットワークを介して外部からデータを
受信したり、外部にデータを送信したりするインターフェースである。
【００３３】
　また、メンバー用装置１１１と、支援者用装置１１２と、医療従事者用装置１１３と、
プロジェクト管理者用装置１１４とのハードウェア構成例は、図３のコンピュータのハー
ドウェア構成例と同様であるため、説明を省略する。また、メンバー用装置１１１と、支
援者用装置１１２と、医療従事者用装置１１３と、プロジェクト管理者用装置１１４とは
、さらに、光ディスクドライブ、光ディスク、およびスキャナなどを有していてもよい。
【００３４】
（ログオンテーブル４００の記憶内容）
　次に、図４を用いて、ログオンテーブル４００の記憶内容の一例について説明する。ロ
グオンテーブル４００は、例えば、図３に示した記憶装置３０２の記憶領域によって実現
される。
【００３５】
　図４は、ログオンテーブル４００の記憶内容の一例を示す説明図である。図４に示すよ
うに、ログオンテーブル４００は、メンバーＩＤ項目に対応付けて、パスワード項目と、
機器ＩＤ項目と、を有し、メンバーごとに各項目に情報が設定されることにより、レコー
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ドを記憶する。
【００３６】
　メンバーＩＤ項目には、メンバーに割り振られたメンバーＩＤが記憶される。メンバー
ＩＤは、例えば、メンバーの氏名であってもよい。パスワード項目には、メンバーＩＤ項
目のメンバーＩＤが示すメンバーを認証するためのパスワードが記憶される。機器ＩＤ項
目には、メンバーに対応する情報処理装置の識別情報が記憶される。情報処理装置の識別
情報は、例えば、契約者固有ＩＤであってもよい。
【００３７】
　例えば、レコード４０１は、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」と、パスワード「ＹｍｄＴ
ｒ」と、情報処理装置の識別情報「（登録なし）」と、を含むログオン情報を示す。
【００３８】
（ニコニコマークテーブル５００の記憶内容）
　次に、図５を用いて、ニコニコマークテーブル５００の記憶内容の一例について説明す
る。ニコニコマークテーブル５００は、例えば、図３に示した記憶装置３０２の記憶領域
によって実現される。
【００３９】
　図５は、ニコニコマークテーブル５００の記憶内容の一例を示す説明図である。図５に
示すように、ニコニコマークテーブル５００は、メンバーＩＤ項目に対応付けて、日付項
目と、ニコニコマーク項目と、を有し、メンバーが入力したニコニコマークに対応する指
標値ごとに各項目に情報が設定されることにより、レコードを記憶する。
【００４０】
　メンバーＩＤ項目には、メンバーに割り振られたメンバーＩＤが記憶される。日付項目
には、メンバーＩＤ項目のメンバーＩＤが示すメンバーがニコニコマークを入力した日付
が記憶される。ニコニコマーク項目には、メンバーＩＤ項目のメンバーＩＤが示すメンバ
ーが入力したニコニコマークに対応する指標値が記憶される。
【００４１】
　例えば、レコード５０１は、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」と、日付「２０１３／８／
２２」と、ニコニコマークに対応する指標値「６」と、を含むニコニコマーク情報を示す
。図５の例では、指標値は、高い値になるほど、精神状態がよい状態であることを示す。
【００４２】
（つぶやきテーブル６００の記憶内容）
　次に、図６を用いて、つぶやきテーブル６００の記憶内容の一例について説明する。つ
ぶやきテーブル６００は、例えば、図３に示した記憶装置３０２の記憶領域によって実現
される。
【００４３】
　図６は、つぶやきテーブル６００の記憶内容の一例を示す説明図である。図６に示すよ
うに、つぶやきテーブル６００は、メンバーＩＤ項目に対応付けて、フラグ項目と、日付
項目と、つぶやき項目と、を有する。つぶやきテーブル６００は、メンバーが入力したつ
ぶやき、または支援者が入力した一言アドバイスごとに各項目に情報が設定されることに
より、レコードを記憶する。
【００４４】
　メンバーＩＤ項目には、メンバーに割り振られたメンバーＩＤが記憶される。フラグ項
目には、メンバーＩＤ項目のメンバーＩＤが示すメンバーが入力したつぶやきに関するレ
コードであるか、メンバーＩＤ項目のメンバーＩＤが示すメンバーが宛先になる一言アド
バイスのレコードであるか、を示すフラグが記憶される。日付項目には、メンバーＩＤ項
目のメンバーＩＤが示すメンバーがつぶやきを入力した日付、または支援者が一言アドバ
イスを入力した日付が記憶される。つぶやき項目には、メンバーＩＤ項目のメンバーＩＤ
が示すメンバーが入力したつぶやき、または支援者が入力した一言アドバイスが記憶され
る。
【００４５】
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　例えば、レコード６０１は、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」と、フラグ「１」と、日付
「２０１３／８／２２」と、コメント「昼飯まずかった」と、を含むつぶやき情報を示す
。
【００４６】
（サンクストークンテーブル７００の記憶内容）
　次に、図７を用いて、サンクストークンテーブル７００の記憶内容の一例について説明
する。サンクストークンテーブル７００は、例えば、図３に示した記憶装置３０２の記憶
領域によって実現される。
【００４７】
　図７は、サンクストークンテーブル７００の記憶内容の一例を示す説明図である。図７
に示すように、サンクストークンテーブル７００は、メンバーＩＤ項目に対応付けて、宛
先メンバーＩＤ項目と、日付項目と、サンクストークン項目と、を有する。サンクストー
クンテーブル７００は、メンバーが入力したサンクストークンごとに各項目に情報が設定
されることにより、レコードを記憶する。
【００４８】
　メンバーＩＤ項目には、メンバーに割り振られたメンバーＩＤが記憶される。宛先メン
バーＩＤ項目には、メンバーＩＤ項目のメンバーＩＤが示すメンバーが入力したサンクス
トークンの宛先になるメンバーのメンバーＩＤが記憶される。日付項目には、メンバーＩ
Ｄ項目のメンバーＩＤが示すメンバーがサンクストークンを入力した日付が記憶される。
サンクストークン項目には、メンバーＩＤ項目のメンバーＩＤが示すメンバーが入力した
サンクストークンが記憶される。
【００４９】
　例えば、レコード７０１は、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」と、宛先メンバーＩＤ「Ｐ
ｊＭ００２」と、日付「２０１３／８／２２」と、サンクストークン「メールシステムの
更新ありがとう」と、を含むサンクストークン情報を示す。
【００５０】
（メンバーリストテーブル８００の記憶内容）
　次に、図８を用いて、メンバーリストテーブル８００の記憶内容の一例について説明す
る。メンバーリストテーブル８００は、例えば、図３に示した記憶装置３０２の記憶領域
によって実現される。
【００５１】
　図８は、メンバーリストテーブル８００の記憶内容の一例を示す説明図である。図８に
示すように、メンバーリストテーブル８００は、プロジェクトＩＤ項目に対応付けて、メ
ンバーＩＤ項目と、を有し、プロジェクトのグループごとに各項目に情報が設定されるこ
とにより、レコードを記憶する。
【００５２】
　プロジェクトＩＤ項目には、プロジェクトに割り振られたプロジェクトＩＤが記憶され
る。メンバーＩＤ項目には、プロジェクトＩＤ項目のプロジェクトＩＤが示すプロジェク
トのグループに属するメンバーに割り振られたメンバーＩＤが記憶される。
【００５３】
　例えば、レコード８０１は、プロジェクトＩＤ「Ｐｊ１」と、メンバーＩＤ「ＰｊＭ０
０１」と、を含むメンバーリスト情報を示す。メンバーリストテーブル８００は、さらに
、氏名項目を有してもよい。氏名項目には、メンバーＩＤ項目のメンバーＩＤが示すメン
バーの氏名が記憶される。
【００５４】
（プロジェクト管理者ログオンテーブル９００の記憶内容）
　次に、図９を用いて、プロジェクト管理者ログオンテーブル９００の記憶内容の一例に
ついて説明する。プロジェクト管理者ログオンテーブル９００は、例えば、図３に示した
記憶装置３０２の記憶領域によって実現される。
【００５５】
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　図９は、プロジェクト管理者ログオンテーブル９００の記憶内容の一例を示す説明図で
ある。図９に示すように、プロジェクト管理者ログオンテーブル９００は、プロジェクト
管理者ＩＤ項目に対応付けて、パスワード項目を有し、プロジェクト管理者ごとに各項目
に情報が設定されることにより、レコードを記憶する。
【００５６】
　プロジェクト管理者ＩＤ項目には、プロジェクトのグループを管理するプロジェクト管
理者に割り振られたプロジェクト管理者ＩＤが記憶される。パスワード項目には、プロジ
ェクト管理者ＩＤ項目のプロジェクト管理者ＩＤが示すプロジェクト管理者を認証するた
めのパスワードが記憶される。
【００５７】
　例えば、レコード９０１は、プロジェクト管理者ＩＤ「ＰｊＬ００１」と、パスワード
「ＳｚｋＴｔ」と、を含むプロジェクト管理者ログオン情報を示す。
【００５８】
（プロジェクト管理者リストテーブル１０００の記憶内容）
　次に、図１０を用いて、プロジェクト管理者リストテーブル１０００の記憶内容の一例
について説明する。プロジェクト管理者リストテーブル１０００は、例えば、図３に示し
た記憶装置３０２の記憶領域によって実現される。
【００５９】
　図１０は、プロジェクト管理者リストテーブル１０００の記憶内容の一例を示す説明図
である。図１０に示すように、プロジェクト管理者リストテーブル１０００は、プロジェ
クトＩＤ項目に対応付けて、プロジェクト管理者ＩＤ項目と、支援者ＩＤ項目と、を有し
、プロジェクトのグループごとに各項目に情報が設定されることにより、レコードを記憶
する。
【００６０】
　プロジェクトＩＤ項目には、プロジェクトに割り振られたプロジェクトＩＤが記憶され
る。プロジェクト管理者ＩＤ項目には、プロジェクトＩＤ項目のプロジェクトＩＤが示す
プロジェクトのグループを管理するプロジェクト管理者に割り振られたプロジェクト管理
者ＩＤが記憶される。支援者ＩＤ項目には、プロジェクトＩＤ項目のプロジェクトＩＤが
示すプロジェクトのグループに属するメンバーを支援する支援者に割り振られた支援者Ｉ
Ｄが記憶される。
【００６１】
　例えば、レコード１００１は、プロジェクト「Ｐｊ１」と、プロジェクト管理者ＩＤ「
ＰｊＬ００１」と、支援者ＩＤ「ＰｊＳ００１」と、を含むプロジェクト管理者リスト情
報を示す。プロジェクト管理者リストテーブル１０００は、さらに、プロジェクト管理者
氏名項目と、支援者氏名項目とを有してもよい。プロジェクト管理者氏名項目には、プロ
ジェクト管理者ＩＤ項目のプロジェクト管理者ＩＤが示すプロジェクト管理者の氏名が記
憶される。支援者氏名項目には、支援者ＩＤ項目の支援者ＩＤが示す支援者の氏名が記憶
される。
【００６２】
（支援者ログオンテーブル１１００の記憶内容）
　次に、図１１を用いて、支援者ログオンテーブル１１００の記憶内容の一例について説
明する。支援者ログオンテーブル１１００は、例えば、図３に示した記憶装置３０２の記
憶領域によって実現される。
【００６３】
　図１１は、支援者ログオンテーブル１１００の記憶内容の一例を示す説明図である。図
１１に示すように、支援者ログオンテーブル１１００は、支援者ＩＤ項目に対応付けて、
パスワード項目を有し、支援者ごとに各項目に情報が設定されることにより、レコードを
記憶する。
【００６４】
　支援者ＩＤ項目には、プロジェクトのグループに属するメンバーを支援する支援者に割
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り振られた支援者ＩＤが記憶される。パスワード項目には、支援者ＩＤ項目の支援者ＩＤ
が示す支援者を認証するためのパスワードが記憶される。
【００６５】
　例えば、レコード１１０１は、支援者ＩＤ「ＰｊＳ００１」と、パスワード「ＹｓｄＮ
ｙ」と、を含む支援者ログオン情報を示す。
【００６６】
（集計テーブル１２００の記憶内容）
　次に、図１２を用いて、集計テーブル１２００の記憶内容の一例について説明する。集
計テーブル１２００は、例えば、図３に示した記憶装置３０２の記憶領域によって実現さ
れる。
【００６７】
　図１２は、集計テーブル１２００の記憶内容の一例を示す説明図である。図１２に示す
ように、集計テーブル１２００は、プロジェクトＩＤ項目に対応付けて、日付項目と、ニ
コニコ平均値項目と、ニコニコ参加率項目と、サンクス入力数項目と、サンクス参加率項
目と、を有する。集計テーブル１２００は、プロジェクトごとに各項目に情報が設定され
ることにより、レコードを記憶する。
【００６８】
　プロジェクトＩＤ項目には、プロジェクトのグループに割り振られたプロジェクトＩＤ
が記憶される。日付項目には、ニコニコマークに対応する指標値、およびサンクストーク
ンを集計した日付が記憶される。ニコニコ平均値項目には、プロジェクトＩＤ項目のプロ
ジェクトＩＤが示すプロジェクトのグループに属するメンバーが入力したニコニコマーク
に対応する指標値の平均値が記憶される。ニコニコ参加率項目には、プロジェクトＩＤ項
目のプロジェクトＩＤが示すプロジェクトのグループに属するメンバーのうちのニコニコ
マークに対応する指標値を入力したメンバーの割合が記憶される。
【００６９】
　サンクス入力数項目には、プロジェクトＩＤ項目のプロジェクトＩＤが示すプロジェク
トのグループに属するメンバーが入力したサンクストークンの数が記憶される。サンクス
参加率項目には、プロジェクトＩＤ項目のプロジェクトＩＤが示すプロジェクトのグルー
プに属するメンバーのうちのサンクストークンを入力したメンバーの割合が記憶される。
【００７０】
　例えば、レコード１２０１は、プロジェクトＩＤ「Ｐｊ１」と、日付「２０１３／８／
２２」と、ニコニコ平均値「５」と、ニコニコ参加率「７０％」と、サンクス入力数「１
０」と、サンクス参加率「６５％」と、を含む集計情報を示す。
【００７１】
　集計テーブル１２００は、さらに、所見数項目と、所見受信日付項目とを有してもよい
。所見項目には、プロジェクトＩＤ項目のプロジェクトＩＤが示すプロジェクトのグルー
プに属するメンバーに対する支援者の所見を受信した数が記憶される。所見項目には、プ
ロジェクトＩＤ項目のプロジェクトＩＤが示すプロジェクトのグループに属するメンバー
について支援者によって産業医への通報が必要であると判断された回数が記憶されてもよ
い。
【００７２】
　所見受信日付項目には、プロジェクトＩＤ項目のプロジェクトＩＤが示すプロジェクト
のグループに属するメンバーに対する支援者の所見を受信した最新の日付が記憶される。
所見受信日付項目には、プロジェクトＩＤ項目のプロジェクトＩＤが示すプロジェクトの
グループに属するメンバーについて支援者によって産業医への通報が必要であると判断さ
れた最新の日付が記憶されてもよい。
【００７３】
（医療従事者ログオンテーブル１３００の記憶内容）
　次に、図１３を用いて、医療従事者ログオンテーブル１３００の記憶内容の一例につい
て説明する。医療従事者ログオンテーブル１３００は、例えば、図３に示した記憶装置３
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０２の記憶領域によって実現される。
【００７４】
　図１３は、医療従事者ログオンテーブル１３００の記憶内容の一例を示す説明図である
。図１３に示すように、医療従事者ログオンテーブル１３００は、医療従事者ＩＤ項目に
対応付けて、パスワード項目を有し、医療従事者ごとに各項目に情報が設定されることに
より、レコードを記憶する。
【００７５】
　医療従事者ＩＤ項目には、プロジェクトのグループに属するメンバーを支援する医療従
事者に割り振られた医療従事者ＩＤが記憶される。パスワード項目には、医療従事者ＩＤ
項目の医療従事者ＩＤが示す医療従事者を認証するためのパスワードが記憶される。
【００７６】
　例えば、レコード１３０１は、医療従事者ＩＤ「ＰｊＤ００１」と、パスワード「Ｍｄ
Ａｋｎｒ」と、を含む医療従事者ログオン情報を示す。
【００７７】
（精神疾患予防支援装置の機能的構成例）
　次に、図１４を用いて、精神疾患予防支援装置の機能的構成例について説明する。精神
疾患予防支援装置は、例えば、図１に示した制御装置１１０である。
【００７８】
　図１４は、精神疾患予防支援装置の機能的構成例を示すブロック図である。精神疾患予
防支援装置は、記憶部１４０１と、通信部１４０２と、制御部１４０３と、を含む。
【００７９】
　記憶部１４０１は、メンバーの識別情報に対応付けて、メンバーの認証情報を記憶する
。ここで、メンバーの識別情報とは、メンバーに割り振られたメンバーＩＤである。メン
バーの認証情報とは、メンバーに割り振られたパスワード、およびメンバーが使用する情
報処理装置の機器ＩＤである。記憶部１４０１は、例えば、ログオンテーブル４００を記
憶する。これにより、制御部１４０３は、記憶部１４０１に基づいて、メンバー用装置１
１１からメンバーの認証情報を受信して、メンバーを認証することができる。
【００８０】
　記憶部１４０１は、メンバーの識別情報に対応付けて、コメントまたは／および指標値
を記憶する。ここで、コメントとは、メンバーによって入力されたテキストデータである
。指標値とは、メンバーの精神状態を表す値である。記憶部１４０１は、例えば、ニコニ
コマークテーブル５００と、つぶやきテーブル６００と、を記憶する。これにより、制御
部１４０３は、記憶部１４０１に基づいて、メンバー用装置１１１から受信したメンバー
の指標値、およびコメントを、支援者用装置１１２などに送信することができる。
【００８１】
　また、記憶部１４０１は、メンバーの識別情報に対応付けて、応答コメントを記憶部１
４０１に記憶する。ここで、応答コメントとは、支援者によって入力されたメンバーに対
する一言アドバイスである。記憶部１４０１は、例えば、つぶやきテーブル６００を記憶
する。これにより、制御部１４０３は、記憶部１４０１に基づいて、メンバーにメンバー
用装置１１１によって応答コメントを閲覧させることができる。
【００８２】
　また、記憶部１４０１は、メンバーの識別情報に対応付けて、他のメンバーの識別情報
と、メッセージとを、記憶する。ここで、メッセージとは、メンバーの間でやり取りされ
るメンバーによって入力されたテキストデータである。メッセージとは、例えば、サンク
ストークンである。記憶部１４０１は、例えば、サンクストークンテーブル７００を記憶
する。これにより、制御部１４０３は、記憶部１４０１に基づいて、メンバーにメンバー
用装置１１１を用いて、他のメンバーからのサンクストークンの内容を閲覧させることが
できる。
【００８３】
　また、記憶部１４０１は、プロジェクトのグループの識別情報に対応付けて、プロジェ
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クトのグループに属するメンバーの識別情報を記憶する。ここで、プロジェクトのグルー
プの識別情報とは、プロジェクトに割り振られたプロジェクトＩＤである。記憶部１４０
１は、例えば、メンバーリストテーブル８００を記憶する。これにより、制御部１４０３
は、記憶部１４０１に基づいて、プロジェクトのグループに属するメンバーを特定するこ
とができる。
【００８４】
　また、記憶部１４０１は、プロジェクト管理者の識別情報に対応付けて、プロジェクト
管理者の認証情報を記憶する。ここで、プロジェクト管理者の識別情報とは、プロジェク
ト管理者ＩＤである。プロジェクト管理者の認証情報とは、プロジェクト管理者に割り振
られたパスワードである。記憶部１４０１は、例えば、プロジェクト管理者ログオンテー
ブル９００を記憶する。これにより、制御部１４０３は、記憶部１４０１に基づいて、プ
ロジェクト管理者用装置１１４からプロジェクト管理者の認証情報を受信して、プロジェ
クト管理者を認証することができる。
【００８５】
　また、記憶部１４０１は、プロジェクトのグループの識別情報に対応付けて、プロジェ
クトのグループを管理するプロジェクト管理者の識別情報と、プロジェクトのグループに
属するメンバーを支援する支援者の識別情報とを記憶する。ここで、支援者の識別情報と
は、支援者に割り振られた支援者ＩＤである。記憶部１４０１は、例えば、プロジェクト
管理者リストテーブル１０００を記憶する。これにより、制御部１４０３は、記憶部１４
０１に基づいて、プロジェクトのグループを管理するプロジェクト管理者と、プロジェク
トのグループに属するメンバーを支援する支援者とを特定することができる。
【００８６】
　また、記憶部１４０１は、支援者の識別情報に対応付けて、支援者の認証情報を記憶す
る。ここで、支援者とは、職場づくり支援スタッフやその企業のＯＢなど、プロジェクト
やメンバーの状況を推測でき、会話に反映できる能力を有し、かつ、プロジェクトのグル
ープに属さない人材が好ましい。記憶部１４０１は、例えば、支援者ログオンテーブル１
１００を記憶する。これにより、制御部１４０３は、記憶部１４０１に基づいて、支援者
用装置１１２から支援者の認証情報を受信して、支援者を認証することができる。
【００８７】
　また、記憶部１４０１は、メンバーのコメント、およびメンバーのサンクストークンに
基づくグループの統計情報を記憶する。記憶部１４０１は、例えば、集計テーブル１２０
０を記憶する。これにより、制御部１４０３は、記憶部１４０１に基づいて、プロジェク
ト管理者にプロジェクト管理者用装置１１４を用いて、グループの統計情報を閲覧させる
ことができる。
【００８８】
　また、記憶部１４０１は、プロジェクトのグループの識別情報に対応付けて、プロジェ
クトに属するメンバーに対する支援者からの所見の数を記憶する。記憶部１４０１は、例
えば、集計テーブル１２００を記憶する。これにより、制御部１４０３は、記憶部１４０
１に基づいて、医療従事者に医療従事者用装置１１３を用いて、プロジェクトのグループ
に属するメンバーに対する支援者の所見の数を閲覧させることができる。また、記憶部１
４０１は、メンバーの識別情報に対応付けて、メンバーに対する支援者の所見を記憶する
。これにより、制御部１４０３は、記憶部１４０１に基づいて、医療従事者に医療従事者
用装置１１３を用いて、メンバーに対する支援者の所見を閲覧させることができる。
【００８９】
　また、記憶部１４０１は、医療従事者の識別情報に対応付けて、医療従事者の認証情報
を記憶する。ここで、医療従事者とは、産業医・保健師・カウンセラーである。記憶部１
４０１は、例えば、医療従事者ログオンテーブル１３００を記憶する。記憶部１４０１は
、例えば、図３に示した記憶装置３０２により、その機能を実現する。これにより、制御
部１４０３は、記憶部１４０１に基づいて、医療従事者用装置１１３から医療従事者の認
証情報を受信して、医療従事者を認証することができる。
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【００９０】
　通信部１４０２は、メンバーが使用する第１の情報処理装置に対して、データの送受信
を行う。ここで、第１の情報処理装置とは、例えば、図１に示したメンバー用装置１１１
である。また、通信部１４０２は、支援者が使用する第２の情報処理装置に対して、デー
タの送受信を行う。ここで、第２の情報処理装置とは、例えば、図１に示した支援者用装
置１１２である。
【００９１】
　また、通信部１４０２は、医療従事者が使用する第３の情報処理装置に対して、データ
の送受信を行う。ここで、第３の情報処理装置とは、例えば、図１に示した医療従事者用
装置１１３である。また、通信部１４０２は、プロジェクト管理者が使用する第４の情報
処理装置に対して、データの送受信を行う。ここで、第４の情報処理装置とは、例えば、
図１に示したプロジェクト管理者用装置１１４である。
【００９２】
　これにより、通信部１４０２は、外部のコンピュータとのデータのやり取りを行うこと
ができる。通信部１４０２は、例えば、図３に示した通信装置３０５により、その機能を
実現する。
【００９３】
〈指標値、またはコメントを受信する処理〉
　制御部１４０３は、通信部１４０２を制御して、グループに属するメンバーに対応する
メンバー用装置１１１に、第１の入力画面を表す画面情報を送信する。ここで、第１の入
力画面とは、メンバーのコメントと精神状態を表す指標値とを入力する画面である。
【００９４】
　制御部１４０３は、例えば、メンバー用装置１１１からメンバーの認証情報を受信した
ことに応じて、受信した認証情報に基づいてメンバーの認証を行う。そして、制御部１４
０３は、メンバーの認証に成功したことに応じて、メンバー用装置１１１に、第１の入力
画面を表す画面情報を送信する。
【００９５】
　制御部１４０３は、具体的には、通信部１４０２を制御して、メンバーのログオン画面
の画面情報をメンバー用装置１１１に送信する。次に、制御部１４０３は、通信部１４０
２を制御して、メンバー用装置１１１から、ログオン画面に入力されたメンバーＩＤとパ
スワードとを受信する。そして、制御部１４０３は、受信したメンバーＩＤとパスワード
とを対応付けたレコードがログオンテーブル４００に記憶されているか否かを判定する。
そして、制御部１４０３は、ログオンテーブル４００に記憶されている場合に、メンバー
の認証に成功したと判定して、通信部１４０２を制御して、第１の画面の画面情報をメン
バー用装置１１１に送信する。
【００９６】
　制御部１４０３は、メンバー用装置１１１から第１の入力画面に入力されたコメントま
たは／および指標値を受信したことに応じて、メンバーの識別情報に対応付けて、受信し
たコメントまたは／および指標値を記憶部１４０１に記憶する。
【００９７】
　制御部１４０３は、例えば、メンバー用装置１１１からコメントを受信したことに応じ
て、メンバーの認証において受信したメンバーＩＤと、受信したコメントとを対応付けて
、つぶやきテーブル６００に追加する。また、制御部１４０３は、例えば、メンバー用装
置１１１から指標値を受信したことに応じて、メンバーの認証において受信したメンバー
ＩＤと、受信した指標値とを対応付けて、ニコニコマークテーブル５００に追加する。こ
れにより、制御部１４０３は、メンバーのコメントと精神状態を表す指標値とを受信して
、記憶部１４０１に記憶することができる。
【００９８】
〈サンクストークンを受信する処理〉
　制御部１４０３は、グループに属する他のメンバーに対応する第５の情報処理装置に、
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メンバーへのサンクストークンの内容を入力する第３の入力画面を表す画面情報を送信す
る。ここで、第５の情報処理装置とは、例えば、図１に示したメンバー用装置１１１であ
る。
【００９９】
　制御部１４０３は、他のメンバーが使用するメンバー用装置１１１から第３の入力画面
に入力されたサンクストークンの内容を受信したことに応じて、メンバーの識別情報に対
応付けて、他のメンバーの識別情報と、受信したサンクストークンの内容とを、記憶部１
４０１に記憶する。制御部１４０３は、例えば、メンバーの識別情報に対応付けて、他の
メンバーの識別情報と、受信したサンクストークンの内容とを、対応付けたレコードを、
サンクストークンテーブル７００に追加する。これにより、制御部１４０３は、サンクス
トークンを記憶部１４０１に記憶しておき、メンバーにメンバー用装置１１１を用いて閲
覧させることができる。
【０１００】
〈サンクストークンを送信する処理〉
　制御部１４０３は、メンバー用装置１１１に、メンバーの識別情報に対応付けて記憶部
１４０１に記憶された他のメンバーの識別情報とサンクストークンの内容とを送信する。
制御部１４０３は、例えば、メンバー用装置１１１に、メンバーの識別情報に対応付けて
サンクストークンテーブル７００に記憶された、他のメンバーの識別情報と、受信したサ
ンクストークンの内容とを、送信する。これにより、制御部１４０３は、メンバーにメン
バー用装置１１１を用いて、他のメンバーからのサンクストークンの内容を閲覧させるこ
とができる。
【０１０１】
〈統計情報を算出する処理〉
　制御部１４０３は、記憶部１４０１に記憶された指標値に基づくグループにおける指標
値の統計情報を算出する。制御部１４０３は、例えば、複数のプロジェクトのうちのいず
れかのプロジェクトのプロジェクトＩＤを選択する。次に、制御部１４０３は、メンバー
リストテーブル８００のうちで、選択したプロジェクトＩＤがプロジェクトＩＤ項目に設
定されたレコードを特定して、特定したレコードのメンバーＩＤ項目に設定されたメンバ
ーＩＤを抽出する。そして、制御部１４０３は、ニコニコマークテーブル５００のうちで
、抽出したメンバーＩＤがメンバーＩＤ項目に設定されたレコードを特定して、特定した
レコードの指標値項目に設定された指標値を抽出する。次に、制御部１４０３は、抽出し
た指標値の平均値や指標値を入力したメンバーの割合を算出する。そして、制御部１４０
３は、例えば、選択したプロジェクトＩＤと、算出した指標値の平均値と、メンバーの割
合とを対応付けたレコードを、集計テーブル１２００に追加する。
【０１０２】
　また、制御部１４０３は、記憶部１４０１に記憶された他のメンバーの識別情報とサン
クストークンとに基づくグループにおけるサンクストークンの統計情報を算出する。制御
部１４０３は、例えば、複数のプロジェクトのうちのいずれかのプロジェクトのプロジェ
クトＩＤを選択する。次に、制御部１４０３は、メンバーリストテーブル８００のうちで
、選択したプロジェクトＩＤがプロジェクトＩＤ項目に設定されたレコードを特定して、
特定したレコードのメンバーＩＤ項目に設定されたメンバーＩＤを抽出する。そして、制
御部１４０３は、サンクストークンテーブル７００のうちで、抽出したメンバーＩＤがメ
ンバーＩＤ項目に設定されたレコードを特定する。次に、制御部１４０３は、特定したレ
コードのサンクストークン項目に設定されたサンクストークンを抽出して、サンクストー
クンの数やサンクストークンを入力したメンバーの割合を算出する。そして、制御部１４
０３は、例えば、選択したプロジェクトＩＤと、算出したサンクストークンの数と、メン
バーの割合とを対応付けたレコードを、集計テーブル１２００に追加する。これにより、
制御部１４０３は、メンバーの指標値やサンクストークンの内容そのものではない、グル
ープの統計情報を作成することができる。
【０１０３】
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〈統計情報を送信する処理〉
　制御部１４０３は、グループを管理するプロジェクト管理者に対応するプロジェクト管
理者用装置１１４に、記憶部１４０１に記憶された指標値に基づくグループにおける指標
値の統計情報を送信する。また、制御部１４０３は、グループを管理するプロジェクト管
理者に対応するプロジェクト管理者用装置１１４に、記憶部１４０１に記憶された他のメ
ンバーの識別情報とサンクストークンとに基づくグループにおけるサンクストークンの統
計情報を送信する。
【０１０４】
　制御部１４０３は、例えば、プロジェクト管理者用装置１１４からプロジェクト管理者
の認証情報を受信したことに応じて、受信した認証情報に基づいてプロジェクト管理者の
認証を行う。次に、制御部１４０３は、プロジェクト管理者の認証に成功したことに応じ
て、プロジェクト管理者用装置１１４に、記憶部１４０１に記憶された指標値に基づくグ
ループにおける指標値の統計情報を送信する。また、制御部１４０３は、プロジェクト管
理者用装置１１４に、記憶部１４０１に記憶された他のメンバーの識別情報とサンクスト
ークンとに基づくグループにおけるサンクストークンの統計情報を送信する。
【０１０５】
　制御部１４０３は、具体的には、通信部１４０２を制御して、プロジェクト管理者のロ
グオン画面の画面情報をプロジェクト管理者用装置１１４に送信する。次に、制御部１４
０３は、通信部１４０２を制御して、プロジェクト管理者用装置１１４から、ログオン画
面に入力されたプロジェクト管理者ＩＤとパスワードとを受信する。そして、制御部１４
０３は、受信したプロジェクト管理者ＩＤとパスワードとを対応付けたレコードがプロジ
ェクト管理者ログオンテーブル９００に記憶されているか否かを判定する。
【０１０６】
　ここで、制御部１４０３は、プロジェクト管理者ログオンテーブル９００に記憶されて
いる場合に、プロジェクト管理者の認証に成功したと判定する。そして、制御部１４０３
は、通信部１４０２を制御して、プロジェクト管理者の認証に成功したと判定すると、算
出したニコニコマークテーブル５００に記憶された指標値に基づくグループにおける指標
値の統計情報をプロジェクト管理者用装置１１４に送信する。
【０１０７】
　また、制御部１４０３は、通信部１４０２を制御して、プロジェクト管理者用装置１１
４に、算出したサンクストークンテーブル７００に記憶された他のメンバーの識別情報と
サンクストークンとに基づくグループにおけるサンクストークンの統計情報を送信する。
これにより、制御部１４０３は、プロジェクト管理者にプロジェクト管理者用装置１１４
を用いて、グループの統計情報を閲覧させることができる。
【０１０８】
〈通報の要否を受信する処理〉
　制御部１４０３は、グループに属するメンバー以外であって、メンバーを支援する支援
者に対応する支援者用装置１１２に、メンバーの識別情報に対応付けて記憶部１４０１に
記憶されたコメントと、第２の入力画面を表す画面情報と、を送信する。第２の入力画面
とは、医療従事者への通報の要否を示す情報を入力する画面である。
【０１０９】
　制御部１４０３は、例えば、支援者用装置１１２から支援者の認証情報を受信したこと
に応じて、受信した認証情報に基づいて支援者の認証を行う。そして、制御部１４０３は
、支援者の認証に成功したことに応じて、支援者用装置１１２に、メンバーの識別情報に
対応付けて記憶部１４０１に記憶されたコメントと、第２の入力画面を表す画面情報と、
を送信する。
【０１１０】
　制御部１４０３は、具体的には、通信部１４０２を制御して、支援者のログオン画面の
画面情報を支援者用装置１１２に送信する。次に、制御部１４０３は、通信部１４０２を
制御して、支援者用装置１１２から、ログオン画面に入力された支援者ＩＤとパスワード
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とを受信する。次に、制御部１４０３は、受信した支援者ＩＤとパスワードとを対応付け
たレコードが支援者ログオンテーブル１１００に記憶されているか否かを判定する。そし
て、制御部１４０３は、支援者ログオンテーブル１１００に記憶されている場合に、支援
者の認証に成功したと判定して、通信部１４０２を制御して、第２の入力画面の画面情報
を支援者用装置１１２に送信する。
【０１１１】
　また、第２の入力画面は、さらに、メンバーのコメントに対する応答コメントを入力す
ることができる画面であってもよい。この場合、制御部１４０３は、支援者用装置１１２
から第２の入力画面に入力された応答コメントを受信したことに応じて、メンバーの識別
情報に対応付けて、受信した応答コメントを記憶部１４０１に記憶する。そして、制御部
１４０３は、メンバー用装置１１１に、メンバーの識別情報に対応付けて記憶部１４０１
に記憶された応答コメントを送信する。
【０１１２】
　これにより、制御部１４０３は、支援者用装置１１２にコメントの内容を送信して、支
援者に医療従事者への通報が必要か否かを判断させることができる。また、制御部１４０
３は、メンバー用装置１１１に応答コメントの内容を送信して、メンバーと支援者との交
流を活性化することができる。
【０１１３】
　また、第２の入力画面は、さらに、医療従事者への通報が必要であると判断したメンバ
ーに対する、支援者の所見を入力することができる画面であってもよい。この場合、制御
部１４０３は、支援者用装置１１２から第２の入力画面に入力された所見を受信したこと
に応じて、メンバーの識別情報に対応付けて、受信した所見の内容を記憶部１４０１に記
憶する。また、制御部１４０３は、プロジェクトのグループの識別情報に対応付けて、プ
ロジェクトに属するメンバーに対する支援者からの所見の数を記憶する。
【０１１４】
〈医療従事者に通報する処理〉
　制御部１４０３は、通信部１４０２を制御して、支援者用装置１１２から第２の入力画
面に入力された医療従事者への通報が必要であることを示す情報を受信する。そして、制
御部１４０３は、通報が必要であることを示す情報を受信したことに応じて、通信部１４
０２を制御して、医療従事者に対応する医療従事者用装置１１３に、メンバーの識別情報
と、メンバーの識別情報に対応付けて記憶部１４０１に記憶された指標値と、を送信する
。
【０１１５】
　また、制御部１４０３は、通報が必要であることを示す情報を受信したことに応じて、
メンバーの識別情報に対応付けて記憶部１４０１に記憶された他のメンバーの識別情報と
サンクストークンの内容とを抽出する。そして、制御部１４０３は、通信部１４０２を制
御して、医療従事者用装置１１３に、メンバーの識別情報と、メンバーの識別情報に対応
付けて記憶部１４０１に記憶された他のメンバーの識別情報とサンクストークンの内容と
を送信する。
【０１１６】
　制御部１４０３は、例えば、医療従事者用装置１１３から医療従事者の認証情報を受信
したことに応じて、受信した認証情報に基づいて医療従事者の認証を行う。次に、制御部
１４０３は、医療従事者の認証に成功したことに応じて、医療従事者用装置１１３に、メ
ンバーの識別情報と、メンバーの識別情報に対応付けて記憶部１４０１に記憶された指標
値と、を送信する。また、制御部１４０３は、医療従事者用装置１１３に、メンバーの識
別情報と、メンバーの識別情報に対応付けて記憶部１４０１に記憶された指標値と他のメ
ンバーの識別情報とサンクストークンの内容とを送信する。
【０１１７】
　制御部１４０３は、具体的には、通信部１４０２を制御して、医療従事者のログオン画
面の画面情報を医療従事者用装置１１３に送信する。次に、制御部１４０３は、通信部１
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４０２を制御して、医療従事者用装置１１３から、ログオン画面に入力された医療従事者
ＩＤとパスワードとを受信する。次に、制御部１４０３は、受信した医療従事者ＩＤとパ
スワードとを対応付けたレコードが医療従事者ログオンテーブル１３００に記憶されてい
るか否かを判定する。
【０１１８】
　ここで、制御部１４０３は、医療従事者ログオンテーブル１３００に記憶されている場
合に、医療従事者の認証に成功したと判定する。そして、制御部１４０３は、通信部１４
０２を制御して、メンバーの識別情報と、メンバーの識別情報に対応付けてニコニコマー
クテーブル５００に記憶された指標値と、を医療従事者用装置１１３に送信する。また、
制御部１４０３は、通信部１４０２を制御して、メンバーの識別情報と、メンバーの識別
情報に対応付けてつぶやきテーブル６００に記憶されたコメントの内容、および応答コメ
ントの内容と、を医療従事者用装置１１３に送信する。また、制御部１４０３は、メンバ
ーの識別情報と、メンバーの識別情報に対応付けてサンクストークンテーブル７００に記
憶されたサンクストークンの内容と、を医療従事者用装置１１３に送信する。
【０１１９】
　これにより、制御部１４０３は、支援者用装置１１２から医療従事者への通報が必要な
メンバーのメンバーＩＤを受信することができ、医療従事者用装置１１３にメンバーＩＤ
を送信して医療従事者にメンバーＩＤが示すメンバーの対策をさせることができる。また
、制御部１４０３は、医療従事者用装置１１３にメンバーＩＤに対応付けて記憶部１４０
１に記憶された情報を送信して、医療従事者にメンバーＩＤが示すメンバーの詳細な対策
をさせることができる。
【０１２０】
　また、制御部１４０３は、さらに、医療従事者への通報が必要であると判断したメンバ
ーに対する、支援者の所見を受信してもよい。そして、制御部１４０３は、医療従事者用
装置１１３に、メンバーの識別情報に対応付けて記憶部１４０１に記憶された所見の内容
、およびグループの識別情報に対応付けて記憶部１４０１に記憶された所見の数を送信す
る。これにより、制御部１４０３は、医療従事者装置１１３に所見の内容および所見の数
を送信して、医療従事者がメンバーの精神状態を把握したり、グループがメンバーに精神
疾患を発生させやすい環境になっているか否かを判断したりすることを支援することがで
きる。制御部１４０３は、例えば、図３に示した記憶装置３０２に記憶されたプログラム
をプロセッサ３０１に実行させることにより、その機能を実現する。
【０１２１】
（精神疾患予防支援）
　次に、図１５～図２６を用いて、精神疾患予防支援システム１００の精神疾患予防支援
の一例について説明する。
【０１２２】
〈メンバーの登録〉
　まず、図１５を用いて、プロジェクトのグループに属するメンバーの登録の一例につい
て説明する。
【０１２３】
　図１５は、メンバーの登録の一例を示す説明図である。図１５の例では、制御装置１１
０は、出力装置３０４を用いて、登録画面１５００を表示する。登録画面１５００は、プ
ロジェクトの名称を入力する入力欄１５０１を有する。
【０１２４】
　また、登録画面１５００は、プロジェクトを管理するプロジェクト管理者の氏名を入力
する入力欄１５０２と、プロジェクトを管理するプロジェクト管理者のメールアドレスを
入力する入力欄１５０３と、を有する。また、登録画面１５００は、プロジェクト管理者
の氏名を入力する入力欄１５０２と、プロジェクト管理者のメールアドレスを入力する入
力欄１５０３と、の入力内容を確定する確定ボタン１５０４を有する。
【０１２５】
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　また、登録画面１５００は、プロジェクトのグループに属するメンバーを支援する支援
者の氏名を入力する入力欄１５０５と、プロジェクトのグループに属するメンバーを支援
する支援者のメールアドレスを入力する入力欄１５０６と、を有する。また、登録画面１
５００は、支援者の氏名を入力する入力欄１５０５と、支援者のメールアドレスを入力す
る入力欄１５０６と、の入力内容を確定する確定ボタン１５０７を有する。
【０１２６】
　また、登録画面１５００は、プロジェクトのグループに属するメンバーの氏名を入力す
る入力欄１５０８と、プロジェクトのグループに属するメンバーのメールアドレスを入力
する入力欄１５０９と、を有する。また、登録画面１５００は、メンバーの氏名を入力す
る入力欄１５０８と、メンバーのメールアドレスを入力する入力欄１５０９と、の入力内
容を確定する確定ボタン１５１０を有する。
【０１２７】
　また、登録画面１５００は、確定した入力内容を表示する表示欄１５１１と、確定した
入力内容を記憶装置に登録する登録終了ボタン１５１２と、を有する。
【０１２８】
　制御装置１１０は、例えば、入力装置３０３を用いて、入力欄１５０１にプロジェクト
の名称「Ｐｊ１」を入力する。
【０１２９】
　また、制御装置１１０の利用者は、例えば、入力装置３０３を用いて、入力欄１５０２
にプロジェクト管理者の氏名「鈴木達夫」を入力するとともに、入力欄１５０３にプロジ
ェクト管理者のメールアドレス「ｓｕｚｕｋｉ＠ｍａｉｌ．ｊｐ」を入力して、確定ボタ
ン１５０４を押下する。制御装置１１０は、確定ボタン１５０４が押下されたことを検出
すると、表示欄１５１１に、入力欄１５０２の入力内容と、入力欄１５０３の入力内容と
、を表示する。
【０１３０】
　また、制御装置１１０の利用者は、例えば、入力装置３０３を用いて、入力欄１５０５
に支援者の氏名「吉田直哉」を入力するとともに、入力欄１５０６に支援者のメールアド
レス「ｙｏｓｈｉｄａ＠ｍａｉｌ．ｊｐ」を入力して、確定ボタン１５０７を押下する。
制御装置１１０は、確定ボタン１５０７が押下されたことを検出すると、表示欄１５１１
に、入力欄１５０５の入力内容と、入力欄１５０６の入力内容と、を表示する。
【０１３１】
　また、制御装置１１０の利用者は、例えば、入力装置３０３を用いて、入力欄１５０８
にメンバーの氏名「山田太郎」を入力するとともに、入力欄１５０９にメンバーのメール
アドレス「ｙａｍａｄａ＠ｍａｉｌ．ｊｐ」を入力して、確定ボタン１５１０を押下する
。制御装置１１０は、確定ボタン１５１０が押下されたことを検出すると、表示欄１５１
１に、入力欄１５０８の入力内容と、入力欄１５０９の入力内容と、を表示する。
【０１３２】
　そして、制御装置１１０の利用者は、例えば、登録終了ボタン１５１２を押下する。制
御装置１１０は、例えば、登録終了ボタン１５１２が押下されたことを検出すると、プロ
ジェクトの名称「Ｐｊ１」に対応するプロジェクトＩＤ「Ｐｊ１」を自動で生成する。
【０１３３】
　また、制御装置１１０は、例えば、メンバーの氏名「山田太郎」に対応する、メンバー
ＩＤ「ＰｊＭ００１」と、パスワード「ＹｍｄＴｒ」とを自動で生成する。また、制御装
置１１０は、例えば、プロジェクト管理者の氏名「鈴木達夫」に対応する、プロジェクト
管理者ＩＤ「ＰｊＬ００１」と、パスワード「ＳｚｋＴｔ」とを自動で生成する。また、
制御装置１１０は、例えば、支援者の氏名「吉田直哉」に対応する、支援者ＩＤ「ＰｊＳ
００１」と、パスワード「ＹｓｄＮｙ」とを自動で生成する。
【０１３４】
　次に、制御装置１１０は、生成したメンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」と、パスワード「Ｙ
ｍｄＴｒ」とを対応付けたレコードをログオンテーブル４００に追加して、ログオンテー



(21) JP 6183077 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

ブル４００を更新する。また、制御装置１１０は、生成したプロジェクトＩＤ「Ｐｊ１」
と、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」とを対応付けたレコードをメンバーリストテーブル８
００に追加して、メンバーリストテーブル８００を更新する。
【０１３５】
　また、制御装置１１０は、生成したプロジェクト管理者ＩＤ「ＰｊＬ００１」と、パス
ワード「ＳｚｋＴｔ」とを対応付けたレコードをプロジェクト管理者ログオンテーブル９
００に追加して、プロジェクト管理者ログオンテーブル９００を更新する。また、制御装
置１１０は、生成した支援者ＩＤ「ＰｊＳ００１」と、パスワード「ＹｓｄＮｙ」とを対
応付けたレコードを支援者ログオンテーブル１１００に追加して、支援者ログオンテーブ
ル１１００を更新する。また、制御装置１１０は、生成したプロジェクトＩＤ「Ｐｊ１」
と、プロジェクト管理者ＩＤ「ＰｊＬ００１」と、支援者ＩＤ「ＰｊＳ００１」とを対応
付けたレコードをプロジェクト管理者リストテーブル１０００に追加して、プロジェクト
管理者リストテーブル１０００を更新する。
【０１３６】
　そして、制御装置１１０は、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」と、パスワード「ＹｍｄＴ
ｒ」と、メンバーのログオン画面のアドレスとを、メンバーのメールアドレス「ｙａｍａ
ｄａ＠ｍａｉｌ．ｊｐ」に送信する。また、制御装置１１０は、プロジェクト管理者ＩＤ
「ＰｊＬ００１」と、パスワード「ＳｚｋＴｔ」と、プロジェクト管理者のログオン画面
のアドレスとを、プロジェクト管理者のメールアドレス「ｓｕｚｕｋｉ＠ｍａｉｌ．ｊｐ
」に送信する。また、制御装置１１０は、支援者ＩＤ「ＰｊＳ００１」と、パスワード「
ＹｓｄＮｙ」と、支援者のログオン画面のアドレスとを、支援者のメールアドレス「ｙｏ
ｓｈｉｄａ＠ｍａｉｌ．ｊｐ」に送信する。
【０１３７】
〈メンバーのログオン〉
　次に、図１６を用いて、プロジェクトのグループに属するメンバーのログオンの一例に
ついて説明する。
【０１３８】
　図１６は、メンバーのログオンの一例を示す説明図である。図１６の例では、制御装置
１１０は、メンバーが使用するメンバー用装置１１１がメンバーのログオン画面１６００
のアドレスにアクセスしたことに応じて、メンバー用装置１１１にメンバーのログオン画
面１６００の画面情報を送信する。
【０１３９】
　メンバー用装置１１１は、出力装置３０４を用いて、メンバーのログオン画面１６００
を表示する。メンバーのログオン画面１６００は、メンバーＩＤを入力する入力欄１６０
１と、メンバーの認証のためのパスワードを入力する入力欄１６０２と、メンバーの認証
を行うログオンボタン１６０３と、機器ＩＤを登録するか否かを選択する選択欄１６０４
とを有する。
【０１４０】
　メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、入力装置３０３を用いて、入力欄１６０
１にメンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」を入力し、入力欄１６０２にパスワード「ＹｍｄＴｒ
」を入力し、選択欄１６０４によって機器ＩＤを登録することを選択する。次に、メンバ
ー用装置１１１を使用するメンバーは、入力装置３０３を用いて、ログオンボタン１６０
３を押下する。メンバー用装置１１１は、ログオンボタン１６０３が押下されたことを検
出すると、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」とパスワード「ＹｍｄＴｒ」と、選択結果とを
、制御装置１１０に送信する。
【０１４１】
　制御装置１１０は、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」とパスワード「ＹｍｄＴｒ」とを受
信すると、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」とパスワード「ＹｍｄＴｒ」とを対応付けたレ
コードがログオンテーブル４００に記憶されているか否かを判定する。
【０１４２】
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　制御装置１１０は、ログオンテーブル４００に記憶されていると判定した場合、ログオ
ンに成功したと判定して、メンバー用装置１１１に、メンバーが操作する初期画面の画面
情報を送信する。
【０１４３】
　また、制御装置１１０は、機器ＩＤを登録することが選択されているため、メンバー用
装置１１１の機器ＩＤを、ログオンテーブル４００に記憶されたメンバーＩＤ「ＰｊＭ０
０１」とパスワード「ＹｍｄＴｒ」とを対応付けたレコードの機器ＩＤ項目に設定する。
【０１４４】
　制御装置１１０は、次回以降のログオンでは、メンバー用装置１１１がメンバーのログ
オン画面１６００のアドレスにアクセスしたことに応じて、メンバー用装置１１１の機器
ＩＤが設定されたレコードがログオンテーブル４００に記憶されているか否かを判定する
。そして、制御装置１１０は、ログオンテーブル４００に記憶されていると判定した場合
、ログオンに成功したと判定して、メンバー用装置１１１に、メンバーが操作する初期画
面の画面情報を送信する。これにより、メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、次
回以降のログオンにおいて、メンバーＩＤとパスワードとを入力せずに、ログオンするこ
とができる。
【０１４５】
　一方で、制御装置１１０は、ログオンテーブル４００に記憶されていないと判定した場
合、ログオンに失敗したとして、ログオンに失敗したことを示す情報をメンバー用装置１
１１に送信する。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、メンバー以外の者が
、メンバー用装置１１１を使用して、メンバーの指標値を入力したり、メンバーのコメン
ト、およびサンクストークンの内容を閲覧したりすることを防止することができる。
【０１４６】
　このように、メンバーは、例えば、勤務日ごとにログオンを行い、ログオン画面１６０
０を操作し、後述する初期画面１７００などを操作して精神状態を表す指標値を入力した
り、サンクストークンを送信したりする。
【０１４７】
〈メンバーの操作〉
　次に、図１７を用いて、プロジェクトのグループに属するメンバーの操作の一例につい
て説明する。
【０１４８】
　図１７は、メンバーの操作の一例を示す説明図である。図１７の例では、メンバー用装
置１１１は、初期画面１７００の画面情報を受信したことに応じて、出力装置３０４を用
いて、初期画面１７００を表示する。
【０１４９】
　初期画面１７００は、メンバーの精神状態を表す指標値とコメントとを入力するショー
ト日記画面の画面情報を制御装置１１０から取得するためのショート日記ボタン１７０１
を有する。また、初期画面１７００は、サンクストークンを入力するサンクストークン送
信画面の画面情報を制御装置１１０から取得するためのサンクストークン送信ボタン１７
０２を有する。
【０１５０】
　また、初期画面１７００は、他のメンバーからのサンクストークンを閲覧するサンクス
トークン受信画面の画面情報を制御装置１１０から取得するためのサンクストークン受信
ボタン１７０３を有する。また、初期画面１７００は、支援者からの一言アドバイスを閲
覧する一言アドバイス画面の画面情報を制御装置１１０から取得するための一言アドバイ
スボタン１７０４を有する。
【０１５１】
〈メンバーの指標値とコメントとの入力〉
　次に、図１８を用いて、図１７においてショート日記ボタン１７０１が押下された場合
の、プロジェクトのグループに属するメンバーの指標値とコメントとの入力の一例につい
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て説明する。
【０１５２】
　図１８は、メンバーの指標値とコメントとの入力の一例を示す説明図である。図１８の
例では、メンバー用装置１１１が、ショート日記ボタン１７０１が押下されたことを検出
して、ショート日記画面１８００の画面情報の送信要求を制御装置１１０に送信する。
【０１５３】
　この場合は、制御装置１１０は、ショート日記画面１８００の画面情報の送信要求を受
信すると、メンバーの指標値とコメントとを入力するショート日記画面１８００の画面情
報をメンバー用装置１１１に送信する。
【０１５４】
　そして、メンバー用装置１１１は、ショート日記画面１８００の画面情報を制御装置１
１０から受信したことに応じて、出力装置３０４を用いて、ショート日記画面１８００を
表示する。
【０１５５】
　ショート日記画面１８００は、日付を入力する入力欄１８０１と、天気を入力する入力
欄１８０２とを有する。また、ショート日記画面１８００は、メンバーの精神状態を表す
指標値を入力する入力欄１８０３を有する。また、ショート日記画面１８００は、出勤時
間と退勤時間と勤務時間と遅刻の有無と身体状況とを入力する入力欄１８０４を有する。
【０１５６】
　また、ショート日記画面１８００は、メンバーの状況についてのアンケートの回答欄１
８０５を有する。また、ショート日記画面１８００は、メンバーのコメントを入力する入
力欄１８０６を有する。また、ショート日記画面１８００は、入力内容を制御装置１１０
に送信する更新ボタン１８０７を有する。
【０１５７】
　メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、入力装置３０３を用いて、入力欄１８０
１に日付「２０１３／８／２２」を入力し、入力欄１８０２に天気を入力する。メンバー
用装置１１１は、メンバー用装置１１１が有する時計が示す日付、またはネットワークか
ら取得した日付を入力欄１８０１に自動で入力しておいてもよい。また、天気の入力は、
引きこもりなどの天気に疎くなりがちなメンバーへの対策として入力させ、あえて天気を
意識させるために設けている。これにより、メンバーが外気や日光に当たることを期待し
ており、うつ病予防の一つとして重要だと指摘されている、一日３０分以上、外気や日光
に当たることにつなげる事を考慮している。
【０１５８】
　また、メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、入力装置３０３を用いて、入力欄
１８０３にメンバーの精神状態を表す指標値を入力する。メンバー用装置１１１を使用す
るメンバーは、例えば、入力装置３０３を用いて、複数のニコニコマークのうちでメンバ
ーの精神状態に近いものを選択することによって、ニコニコマークに対応する精神状態を
表す指標値を入力する。
【０１５９】
　また、メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、入力装置３０３を用いて、入力欄
１８０４に出勤時間と退勤時間と勤務時間と遅刻の有無と身体状況とを入力する。また、
メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、入力装置３０３を用いて、回答欄１８０５
にアンケートの回答を入力する。
【０１６０】
　また、メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、入力欄１８０６にメンバーのコメ
ントを入力する。そして、メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、更新ボタン１８
０７を押下する。ここで、メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、いずれかの入力
欄１８０１～１８０７に入力していなくてもよい。メンバー用装置１１１は、更新ボタン
１８０７が押下されたことを検出すると、入力内容を制御装置１１０に送信する。
【０１６１】



(24) JP 6183077 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

　制御装置１１０は、入力内容を受信すると、ニコニコマークテーブル５００と、つぶや
きテーブル６００とを更新する。制御装置１１０は、例えば、指標値を含む入力内容を受
信すると、メンバーの認証時に受信したメンバーＩＤと、入力内容に含まれる日付と、指
標値とを対応付けたレコードをニコニコマークテーブル５００に追加して、ニコニコマー
クテーブル５００を更新する。
【０１６２】
　制御装置１１０は、例えば、コメントを含む入力内容を受信すると、メンバーの認証時
に受信したメンバーＩＤと、コメントであることを示すフラグと、入力内容に含まれる日
時と、コメントとを対応付けたレコードをつぶやきテーブル６００に追加する。そして、
制御装置１１０は、つぶやきテーブル６００を更新する。これにより、精神疾患予防支援
システム１００は、メンバー用装置１１１から受信したメンバーの指標値、およびコメン
トを記憶しておくことができる。
【０１６３】
　また、制御装置１１０は、例えば、バッチ処理により、午前０時になったときに、ニコ
ニコマークテーブル５００に基づいて、メンバー用装置１１１から受信したメンバーの指
標値に基づくグループの統計情報を算出しておいてもよい。
【０１６４】
〈メンバーのサンクストークンの送信〉
　次に、図１９を用いて、図１７においてサンクストークン送信ボタン１７０２が押下さ
れた場合の、プロジェクトのグループに属するメンバーのサンクストークンの送信の一例
について説明する。
【０１６５】
　図１９は、メンバーのサンクストークンの送信の一例を示す説明図である。図１９の例
では、メンバー用装置１１１が、サンクストークン送信ボタン１７０２が押下されたこと
を検出して、サンクストークン送信画面１９００の画面情報の送信要求を制御装置１１０
に送信する。
【０１６６】
　この場合、制御装置１１０は、サンクストークン送信画面１９００の画面情報の送信要
求を受信すると、サンクストークンを入力するサンクストークン送信画面１９００の画面
情報をメンバー用装置１１１に送信する。
【０１６７】
　そして、メンバー用装置１１１は、サンクストークン送信画面１９００の画面情報を制
御装置１１０から受信したことに応じて、出力装置３０４を用いて、サンクストークン送
信画面１９００を表示する。
【０１６８】
　サンクストークン送信画面１９００は、サンクストークンの宛先を選択する選択欄１９
０１と、サンクストークンの内容を入力する入力欄１９０２と、サンクストークンを送信
する送信ボタン１９０３とを有する。
【０１６９】
　メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、例えば、選択欄１９０１からサンクスト
ークンの宛先を選択して、入力欄１９０２にサンクストークンの内容を入力して、送信ボ
タン１９０３を押下する。メンバー用装置１１１は、送信ボタン１９０３が押下されたこ
とを検出すると、サンクストークンの宛先と、サンクストークンの内容とを制御装置１１
０に送信する。
【０１７０】
　制御装置１１０は、サンクストークンの宛先と、サンクストークンの内容とを受信する
と、メンバーの認証時に受信したメンバーＩＤと、宛先のメンバーのメンバーＩＤと、日
時と、サンクストークンの内容とを対応付けたレコードを、サンクストークンテーブル７
００に追加する。そして、制御装置１１０は、サンクストークンテーブル７００を更新す
る。
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【０１７１】
　これにより、精神疾患予防支援システム１００は、メンバーからグループに属する他の
メンバーへのサンクストークンの内容を記憶しておき、他のメンバーがメンバー用装置１
１１を用いてサンクストークンの内容を閲覧できるようにする。また、精神疾患予防支援
システム１００は、メンバーからグループに属する他のメンバーへのサンクストークンの
数を集計しておき、医療従事者に閲覧させることにより、医療従事者にグループ内のメン
バーの間の交流の度合いを把握させることができる。
【０１７２】
　また、制御装置１１０は、発信元のメンバーのメンバーＩＤと、宛先のメンバーのメン
バーＩＤの組み合わせに対して、一日一個の送信制限を設定しており、この制限のフラグ
を午前０時にリセットする。これにより、短時間で多量にサンクストークンを出すことに
よる、統計的な価値の低下を防ぐ。また、制御装置１１０は、例えば、バッチ処理により
、午前０時になったときに、サンクストークンテーブル７００に基づいて、メンバー用装
置１１１から受信したサンクストークンに基づくグループの統計情報を算出しておいても
よい。
【０１７３】
〈メンバーのサンクストークンの閲覧〉
　次に、図２０を用いて、図１７においてサンクストークン受信ボタン１７０３が押下さ
れた場合の、プロジェクトのグループに属するメンバーのサンクストークンの閲覧の一例
について説明する。
【０１７４】
　図２０は、メンバーのサンクストークンの閲覧の一例を示す説明図である。図２０の例
では、メンバー用装置１１１が、サンクストークン受信ボタン１７０３が押下されたこと
を検出して、サンクストークン受信画面２０００の画面情報の送信要求を制御装置１１０
に送信する。
【０１７５】
　制御装置１１０は、サンクストークン受信画面２０００の画面情報の送信要求を受信す
ると、サンクストークンテーブル７００のうちで、メンバーの認証時に受信したメンバー
ＩＤが宛先メンバーＩＤ項目に設定されたレコードを特定する。次に、制御装置１１０は
、特定したレコードのメンバーＩＤ項目のメンバーＩＤが示すメンバーと、日付項目の日
付と、サンクストークン項目のサンクストークンの内容とを含む、サンクストークン受信
画面２０００の画面情報をメンバー用装置１１１に送信する。
【０１７６】
　メンバー用装置１１１は、サンクストークン受信画面２０００の画面情報を受信したこ
とに応じて、出力装置３０４を用いて、サンクストークン受信画面２０００を表示する。
【０１７７】
　サンクストークン受信画面２０００は、サンクストークンを送信したメンバーと日付と
を示し、サンクストークンの内容を表示する表示ボタン２００１と、サンクストークンの
内容を表示する表示領域２００２とを有する。
【０１７８】
　メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、例えば、表示ボタン２００１を押下する
。メンバー用装置１１１は、表示ボタン２００１が押下されたことを検出すると、出力装
置３０４を用いて、表示ボタン２００１に対応するサンクストークンの内容を、表示領域
２００２に表示する。
【０１７９】
　これにより、精神疾患予防支援システム１００は、メンバーに、メンバー用装置１１１
によって、他のメンバーからのメッセージを閲覧させることができる。これにより、精神
疾患予防支援システム１００は、メンバーの間の交流を可視化して、精神疾患の予知を支
援することができる。
【０１８０】
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〈メンバーの一言アドバイスの閲覧〉
　次に、図２１を用いて、図１７において一言アドバイスボタン１７０４が押下された場
合の、プロジェクトのグループに属するメンバーの一言アドバイスの閲覧の一例について
説明する。
【０１８１】
　図２１は、メンバーの一言アドバイスの閲覧の一例を示す説明図である。図２１の例で
は、メンバー用装置１１１が、一言アドバイスボタン１７０４が押下されたことを検出し
て、一言アドバイス画面２１００の画面情報の送信要求を制御装置１１０に送信する。
【０１８２】
　制御装置１１０は、一言アドバイス画面２１００の画面情報の送信要求を受信すると、
つぶやきテーブル６００のうちで、メンバーの認証時に受信したメンバーＩＤがメンバー
ＩＤ項目に設定され、フラグ項目に一言アドバイスであることを示すフラグが設定された
レコードを特定する。次に、制御装置１１０は、特定したレコードの日付項目の日付と、
つぶやき項目の支援者の一言アドバイスの内容とを含む、一言アドバイス画面２１００の
画面情報をメンバー用装置１１１に送信する。
【０１８３】
　メンバー用装置１１１は、一言アドバイス画面２１００の画面情報を受信したことに応
じて、出力装置３０４を用いて、一言アドバイス画面２１００を表示する。一言アドバイ
ス画面２１００は、一言アドバイスが入力された日付を示し、一言アドバイスの内容を表
示する表示ボタン２１０１と、一言アドバイスの表示領域２１０２とを有する。
【０１８４】
　メンバー用装置１１１を使用するメンバーは、例えば、表示ボタン２１０１を押下する
。メンバー用装置１１１は、表示ボタン２１０１が押下されたことを検出すると、出力装
置３０４を用いて、表示ボタン２１０１に対応する一言アドバイスの内容を、表示領域２
１０２に表示する。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、メンバーに、メン
バーが使用するメンバー用装置１１１によって、メンバーに対する支援者からの一言アド
バイスを閲覧させることができる。このため、精神疾患予防支援システム１００は、メン
バーに対して、一言アドバイスを閲覧させることにより、支援者との繋がりを認識させる
ことができる。また、精神疾患予防支援システム１００は、メンバーと支援者との交流を
活性化して、メンバー間では発言できないようなコメントを引き出しやすい環境を提供す
ることができる。
【０１８５】
〈プロジェクト管理者のログオン〉
　次に、図２２を用いて、プロジェクトのグループを管理するプロジェクト管理者のログ
オンの一例について説明する。
【０１８６】
　図２２は、プロジェクト管理者のログオンの一例を示す説明図である。図２２の例では
、制御装置１１０は、プロジェクト管理者が使用するプロジェクト管理者用装置１１４が
プロジェクト管理者のログオン画面２２００のアドレスにアクセスしたことに応じて、プ
ロジェクト管理者用装置１１４にプロジェクト管理者のログオン画面２２００の画面情報
を送信する。
【０１８７】
　プロジェクト管理者用装置１１４は、出力装置３０４を用いて、プロジェクト管理者の
ログオン画面２２００を表示する。プロジェクト管理者のログオン画面２２００は、プロ
ジェクト管理者ＩＤを入力する入力欄２２０１と、プロジェクト管理者の認証のためのパ
スワードを入力する入力欄２２０２と、プロジェクト管理者の認証を行うログオンボタン
２２０３とを有する。
【０１８８】
　プロジェクト管理者用装置１１４を使用するプロジェクト管理者は、入力装置３０３を
用いて、入力欄２２０１にプロジェクト管理者ＩＤ「ＰｊＬ００１」を入力し、入力欄２
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２０２にパスワード「ＳｚｋＴｔ」を入力し、ログオンボタン２２０３を押下する。プロ
ジェクト管理者用装置１１４は、ログオンボタン２２０３が押下されたことを検出すると
、プロジェクト管理者ＩＤ「ＰｊＬ００１」とパスワード「ＳｚｋＴｔ」とを、制御装置
１１０に送信する。
【０１８９】
　制御装置１１０は、プロジェクト管理者ＩＤ「ＰｊＬ００１」とパスワード「ＳｚｋＴ
ｔ」とを受信すると、プロジェクト管理者ＩＤ「ＰｊＬ００１」とパスワード「ＳｚｋＴ
ｔ」と対応付けたレコードがプロジェクト管理者ログオンテーブル９００に記憶されてい
るか否かを判定する。
【０１９０】
　制御装置１１０は、プロジェクト管理者ログオンテーブル９００に記憶されていると判
定した場合、ログオンに成功したと判定して、集計テーブル１２００のうちでプロジェク
トＩＤ項目にプロジェクトＩＤが設定されたレコードを特定する。そして、制御装置１１
０は、プロジェクト管理者用装置１１４に、プロジェクト管理者が操作するグループ管理
画面の画面情報を送信する。ここで、グループ管理画面は、特定したレコードの日付項目
の日付と、ニコニコ平均値項目の平均値と、ニコニコ参加率項目の参加率と、サンクス入
力数項目の入力数と、サンクス参加率項目の参加率とを含む。
【０１９１】
　一方で、制御装置１１０は、プロジェクト管理者ログオンテーブル９００に記憶されて
いないと判定した場合、ログオンに失敗したとして、ログオンに失敗したことを示す情報
をプロジェクト管理者用装置１１４に送信する。これにより、精神疾患予防支援システム
１００は、プロジェクト管理者以外の者が、プロジェクト管理者用装置１１４を使用して
、メンバーの指標値、およびサンクストークンに基づくグループの統計情報を閲覧するこ
とを防止することができる。
【０１９２】
〈プロジェクト管理者の操作〉
　次に、図２３を用いて、プロジェクトのグループを管理するプロジェクト管理者の操作
の一例について説明する。
【０１９３】
　図２３は、プロジェクト管理者の操作の一例を示す説明図である。図２３の例では、プ
ロジェクト管理者用装置１１４は、グループ管理画面２３００の画面情報を受信したこと
に応じて、出力装置３０４を用いて、グループ管理画面２３００を表示する。
【０１９４】
　グループ管理画面２３００は、グループに属するメンバーの精神状態を表す指標値の平
均値と、グループに属するメンバーのうちで精神状態を表す指標値を入力したメンバーの
割合を表す参加率と、を有する。また、グループ管理画面２３００は、グループに属する
メンバーのうちサンクストークンを入力したメンバーの数を表す入力数と、グループに属
するメンバーのうちサンクストークンを入力したメンバーの割合を表す参加率とを有する
。
【０１９５】
　このように、精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーが入力した指標値の
統計情報を算出し、グループに属し、グループを管理するプロジェクト管理者が使用する
プロジェクト管理者用装置１１４に、算出した統計情報を送信することができる。また、
精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーが入力した他のメンバーへのメッセ
ージの統計情報を算出し、グループに属し、グループを管理するプロジェクト管理者が使
用するプロジェクト管理者用装置１１４に、算出した統計情報を送信することができる。
【０１９６】
　精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーが入力した指標値の統計情報を算
出し、グループに属し、グループを管理するプロジェクト管理者が使用するプロジェクト
管理者用装置１１４に、算出した統計情報を送信することができる。これにより、精神疾
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患予防支援システム１００によれば、プロジェクト管理者にグループの状態を把握させて
、プロジェクト管理者にグループの状態改善を促すことができる。また、精神疾患予防支
援システム１００によれば、グループに属するプロジェクト管理者には、メンバー個人の
指標値そのものを閲覧させることなく、指標値に基づく統計情報にしてから閲覧させるこ
とができる。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、メンバーが、グループに
属する他のメンバーとの人間関係およびグループに属しグループを管理するプロジェクト
管理者からの人事評価などを気にすることなく、指標値を入力することができる環境を提
供することができる。
【０１９７】
〈支援者のログオン〉
　次に、プロジェクトのグループに属するメンバーを支援する支援者のログオンの一例に
ついて説明する。
【０１９８】
　制御装置１１０は、支援者が使用する支援者用装置１１２が支援者のログオン画面のア
ドレスにアクセスしたことに応じて、支援者用装置１１２に支援者のログオン画面の画面
情報を送信する。
【０１９９】
　支援者用装置１１２は、出力装置３０４を用いて、支援者のログオン画面を表示する。
支援者のログオン画面は、プロジェクト管理者のログオン画面２２００と同様の画面であ
るため、図示を省略する。支援者のログオン画面は、例えば、プロジェクト管理者ＩＤを
入力する入力欄２２０１の代わりの支援者ＩＤを入力する入力欄と、プロジェクト管理者
の認証のためのパスワードを入力する入力欄２２０２の代わりの支援者の認証のためのパ
スワードを入力する入力欄とを有する。また、支援者のログオン画面は、支援者の認証を
行うログオンボタンを有する。
【０２００】
　支援者用装置１１２を使用する支援者は、入力装置３０３を用いて、支援者ＩＤを入力
する入力欄に支援者ＩＤ「ＰｊＳ００１」を入力し、支援者の認証のためのパスワードを
入力する入力欄にパスワード「ＹｓｄＮｙ」を入力し、ログオンボタンを押下する。支援
者用装置１１２は、ログオンボタンが押下されたことを検出すると、支援者ＩＤ「ＰｊＳ
００１」とパスワード「ＹｓｄＮｙ」とを、制御装置１１０に送信する。
【０２０１】
　制御装置１１０は、支援者ＩＤ「ＰｊＳ００１」とパスワード「ＹｓｄＮｙ」とを受信
すると、支援者ＩＤ「ＰｊＳ００１」とパスワード「ＹｓｄＮｙ」とを対応付けたレコー
ドが支援者ログオンテーブル１１００に記憶されているか否かを判定する。
【０２０２】
　制御装置１１０は、支援者ログオンテーブル１１００に記憶されていると判定した場合
、ログオンに成功したと判定して、プロジェクト管理者リストテーブル１０００のうちで
、受信した支援者ＩＤが支援者ＩＤ項目に設定されたレコードを特定する。次に、制御装
置１１０は、特定したレコードのプロジェクトＩＤ項目のプロジェクトＩＤを抽出する。
【０２０３】
　そして、制御装置１１０は、メンバーリストテーブル８００のうちで、抽出したプロジ
ェクトＩＤがプロジェクトＩＤ項目に設定されたレコードを特定する。次に、制御装置１
１０は、特定したレコードのメンバーＩＤ項目のメンバーＩＤを含む、支援者が操作する
メンバー選択画面の画面情報を作成して、支援者用装置１１２に送信する。メンバー選択
画面は、メンバーＩＤの代わりに、メンバーＩＤが示すメンバーの氏名を含んでもよい。
【０２０４】
　一方で、制御装置１１０は、支援者ログオンテーブル１１００に記憶されていないと判
定した場合、ログオンに失敗したとして、ログオンに失敗したことを示す情報を支援者用
装置１１２に送信する。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、支援者以外の
者が、支援者用装置１１２を使用して、メンバーのコメントなどを閲覧したりすることを
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防止することができる。
【０２０５】
　ここでは、制御装置１１０が、プロジェクト管理者リストテーブル１０００のうちで、
受信した支援者ＩＤが支援者ＩＤ項目に設定されたレコードが一つである場合について説
明した。換言すれば、支援者が一つのプロジェクトに属するメンバーを支援する者である
場合について説明したが、これに限らない。例えば、支援者が複数のプロジェクトの各々
のプロジェクトに属するメンバーを支援する者であってもよい。
【０２０６】
　この場合、制御装置１１０は、プロジェクト管理者リストテーブル１０００のうちで、
受信した支援者ＩＤが支援者ＩＤ項目に設定された複数のレコードを特定する。次に、特
定した各々のレコードのプロジェクトＩＤ項目のプロジェクトＩＤを抽出して、いずれか
のプロジェクトＩＤを選択するプロジェクト選択画面の画面情報を作成して、支援者用装
置１１２に送信する。そして、制御装置１１０は、支援者用装置１１２によって選択され
たプロジェクトＩＤを受け付け、メンバーリストテーブル８００のうちで、受け付けたプ
ロジェクトＩＤがプロジェクトＩＤ項目に設定されたレコードを特定する。次に、制御装
置１１０は、特定したレコードのメンバーＩＤ項目のメンバーＩＤを含む、支援者が操作
するメンバー選択画面の画面情報を作成して、送信する。
【０２０７】
〈支援者の操作〉
　次に、図２４を用いて、プロジェクトのグループに属するメンバーを支援する支援者の
操作の一例について説明する。
【０２０８】
　図２４は、支援者の操作の一例を示す説明図である。図２４の例では、支援者用装置１
１２は、メンバー選択画面２４００の画面情報を受信したことに応じて、出力装置３０４
を用いて、メンバー選択画面２４００を表示する。
【０２０９】
　メンバー選択画面２４００は、グループに属するメンバーのメンバーＩＤを選択する選
択欄２４０１を有する。メンバー選択画面２４００は、メンバーＩＤを選択する選択欄２
４０１の代わりに、メンバーＩＤが示すメンバーの氏名を選択する選択欄を含んでもよい
。また、メンバー選択画面は、メンバーＩＤに対応付けて、メンバーＩＤが示すメンバー
がコメントを最後に入力した日付やメンバーＩＤが示すメンバーに対して一言アドバイス
を最後に入力した日付を有していてもよい。
【０２１０】
　支援者用装置１１２を使用する支援者は、入力装置３０３を用いて、選択欄２４０１の
メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」を選択する。支援者用装置１１２は、メンバーＩＤが選択
されたことを検出すると、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」を、制御装置１１０に送信する
。
【０２１１】
　制御装置１１０は、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」を受信すると、つぶやきテーブル６
００のうちで、受信したメンバーＩＤ「ＰｊＳ００１」がメンバーＩＤ項目に設定された
レコードを特定する。次に、制御装置１１０は、特定したレコードの日付項目の日付と、
つぶやき項目のコメントの内容、または一言アドバイスの内容との組み合わせを抽出する
。そして、制御装置１１０は、抽出した組み合わせを含む、一言アドバイス入力画面の画
面情報を作成して、支援者用装置１１２に送信する。
【０２１２】
　なお、上述したように、支援者が複数のプロジェクトの各々のプロジェクトに属するメ
ンバーを支援する者であってもよい。この場合、支援者用装置１１２は、メンバー選択画
面２４００を表示する前に、プロジェクト選択画面の画面情報を受信し、プロジェクト選
択画面を表示してプロジェクト選択画面において選択されたプロジェクトＩＤを制御装置
１１０に送信することになる。そして、支援者用装置１１２は、送信したプロジェクトＩ
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Ｄに対応するメンバー選択画面２４００の画面情報を受信し、メンバー選択画面２４００
を表示する。
【０２１３】
〈支援者の一言アドバイスの入力〉
　次に、図２５を用いて、プロジェクトのグループに属するメンバーを支援する支援者の
一言アドバイスの入力の一例について説明する。
【０２１４】
　図２５は、支援者の一言アドバイスの入力の一例を示す説明図である。図２５の例では
、支援者用装置１１２は、一言アドバイス入力画面２５００の画面情報を受信したことに
応じて、出力装置３０４を用いて、一言アドバイス入力画面を表示する。
【０２１５】
　一言アドバイス入力画面２５００は、過去のコメントの内容、および一言アドバイスの
内容を表示する表示欄２５０１と、一言アドバイスを入力する入力欄２５０２と、一言ア
ドバイスを送信する送信ボタン２５０３とを有する。また、一言アドバイス入力画面２５
００は、制御装置１１０に医療従事者への通報が必要であることを示す情報を送信する通
報ボタン２５０４を有する。
【０２１６】
　支援者用装置１１２を使用する支援者は、入力装置３０３を用いて、表示欄２５０１を
参照して、入力欄２５０２に一言アドバイスを入力して、送信ボタン２５０３を押下する
。支援者用装置１１２は、送信ボタン２５０３が押下されたことを検出すると、メンバー
ＩＤ「ＰｊＭ００１」と、入力欄２５０２に入力された一言アドバイスの内容とを対応付
けて、制御装置１１０に送信する。
【０２１７】
　制御装置１１０は、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」と一言アドバイスの内容とを受信す
ると、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」と日付と一言アドバイスの内容とを対応付けたレコ
ードを、つぶやきテーブル６００に追加する。これにより、精神疾患予防支援システム１
００は、一言アドバイスのやり取りによりメンバーと支援者との交流を活性化して、精神
疾患の予兆を発見する機会を増やし、精神疾患の予防を支援することができる。また、精
神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーと支援者との交流を活性化して、支援
者に閲覧されるメンバーのコメントを入力しやすい環境を提供することができる。
【０２１８】
　また、支援者用装置１１２を使用する支援者は、表示欄２５０１に表示された、過去の
コメントの内容、および一言アドバイスの内容を参照して、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１
」が示すメンバーに精神疾患の予兆があるか否かを判断する。そして、支援者用装置１１
２を使用する支援者は、精神疾患の予兆があると判断したことに応じて、入力装置３０３
を用いて、通報ボタン２５０４を押下する。支援者用装置１１２は、通報ボタン２５０４
が押下されたことを検出すると、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」と、医療従事者への通報
が必要であることを示す情報と、を対応付けて、制御装置１１０に送信する。
【０２１９】
　制御装置１１０は、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」と、医療従事者への通報が必要であ
ることを示す情報を受信すると、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」に対応付けてニコニコマ
ークテーブル５００に記憶された指標値を抽出する。また、制御装置１１０は、メンバー
ＩＤ「ＰｊＭ００１」に対応付けてつぶやきテーブル６００に記憶された過去のコメント
の内容、および一言アドバイスの内容を抽出する。また、制御装置１１０は、メンバーＩ
Ｄ「ＰｊＭ００１」に対応付けてサンクストークンテーブル７００に記憶されたサンクス
トークンの内容を抽出する。
【０２２０】
　そして、制御装置１１０は、医療従事者用装置１１３に、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１
」と、抽出した指標値と、抽出した過去のコメントの内容、および一言アドバイスの内容
と、抽出したサンクストークンの内容とを送信する。また、制御装置１１０は、医療従事
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者用装置１１３に、指標値から算出したグループの統計情報、およびサンクストークンか
ら算出したグループの統計情報を送信してもよい。
【０２２１】
　なお、制御装置１１０は、医療従事者への通報が必要であることを示す情報を受信した
時点で、医療従事者用装置１１３に、各種情報を送信してもよい。また、制御装置１１０
は、医療従事者への通報が必要であることを示す情報を受信した後、医療従事者用装置１
１３から医療従事者がログオンした時点で、各種情報を送信してもよい。
【０２２２】
　また、一言アドバイス入力画面２５００は、さらに、医療従事者への通報が必要である
と判断されたメンバーに対する、支援者の所見を入力する入力欄を有してもよい。
【０２２３】
　支援者用装置１１２を使用する支援者は、入力装置３０３を用いて、メンバーＩＤ「Ｐ
ｊＭ００１」が示すメンバーに精神疾患の予兆があると判断した場合に、支援者の所見を
入力する入力欄に所見を入力する。そして、支援者用装置１１２を使用する支援者は、精
神疾患の予兆があると判断したことに応じて、通報ボタン２５０４を押下する。支援者用
装置１１２は、通報ボタン２５０４が押下されたことを検出すると、メンバーＩＤ「Ｐｊ
Ｍ００１」と、医療従事者への通報が必要であることを示す情報と、入力されたメンバー
に対する支援者の所見と、を対応付けて、制御装置１１０に送信する。
【０２２４】
　制御装置１１０は、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」と、医療従事者への通報が必要であ
ることを示す情報と、メンバーに対する支援者の所見とを受信すると、メンバーＩＤ「Ｐ
ｊＭ００１」に対応付けて、メンバーに対する支援者の所見を記憶する。また、制御装置
１１０は、プロジェクトのグループの識別情報に対応する集計テーブル１２００のレコー
ドに含まれる所見数項目と所見受信日付項目とを更新する。
【０２２５】
　次に、制御装置１１０は、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１」に対応付けて、ニコニコマー
クテーブル５００に記憶された指標値を抽出する。また、制御装置１１０は、メンバーＩ
Ｄ「ＰｊＭ００１」に対応付けてつぶやきテーブル６００に記憶された過去のコメントの
内容、および一言アドバイスの内容を抽出する。また、制御装置１１０は、メンバーＩＤ
「ＰｊＭ００１」に対応付けてサンクストークンテーブル７００に記憶されたサンクスト
ークンの内容を抽出する。
【０２２６】
　そして、制御装置１１０は、医療従事者用装置１１３に、メンバーＩＤ「ＰｊＭ００１
」と、抽出した指標値と、抽出した過去のコメントの内容、および一言アドバイスの内容
と、抽出したサンクストークンの内容と、所見数と、所見を受信した日付とを送信する。
また、制御装置１１０は、医療従事者用装置１１３に、指標値から算出したグループの統
計情報、およびサンクストークンから算出したグループの統計情報を送信してもよい。
【０２２７】
　これにより、精神疾患予防支援システム１００は、グループに属するメンバーが入力し
たコメントを、グループに属さない支援者に送信することにより、メンバーの精神疾患の
予兆を発見する機会を支援者にまで広げることができる。また、精神疾患予防支援システ
ム１００は、医療従事者が複数のグループの各々のグループに属するすべてのメンバーの
精神状態を監視しなくてもよい環境を提供することができる。これにより、医療従事者の
負担を低減することができ、医療従事者は、精神疾患の可能性があるメンバーに集中して
精神疾患の対策をすることができる。
【０２２８】
　また、精神疾患予防支援システム１００は、指標値の統計情報、およびサンクストーク
ンの統計情報を医療従事者に提供して、医療従事者にグループの状態、およびメンバーの
間の交流の度合いを把握させることができる。また、精神疾患予防支援システム１００は
、指標値、コメントの内容、一言アドバイスの内容、およびサンクストークンの内容を医
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療従事者に提供して、医療従事者にグループの状態、およびメンバーの間の交流の度合い
を把握させることができる。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、医療従事
者が精神疾患の対策をすることを支援することができる。
【０２２９】
　このように、精神疾患予防支援システム１００は、メンバーが主観に基づいて入力した
指標値やコメントを、支援者や医療従事者に閲覧させることができ、メンバーの精神状態
を把握しやすくする環境を提供することができる。また、精神疾患予防支援システム１０
０は、医療従事者に、各々のテーブルの記憶内容と、実際に精神疾患にかかったメンバー
と、を参照させることにより、精神疾患にかかる場合の各々のテーブルの内容の規則性を
発見しやすくする環境を提供することができる。
【０２３０】
〈医療従事者のログオン〉
　次に、医療従事者のログオンの一例について説明する。
【０２３１】
　制御装置１１０は、医療従事者が使用する医療従事者用装置１１３が医療従事者のログ
オン画面のアドレスにアクセスしたことに応じて、医療従事者用装置１１３に医療従事者
のログオン画面の画面情報を送信する。
【０２３２】
　医療従事者用装置１１３は、出力装置３０４を用いて、医療従事者のログオン画面を表
示する。医療従事者のログオン画面は、プロジェクト管理者のログオン画面２２００と同
様の画面であるため、図示を省略する。医療従事者のログオン画面は、例えば、プロジェ
クト管理者ＩＤを入力する入力欄２２０１の代わりの医療従事者ＩＤを入力する入力欄と
、医療従事者の認証のためのパスワードを入力する入力欄２２０２の代わりの医療従事者
の認証のためのパスワードを入力する入力欄とを有する。また、医療従事者のログオン画
面は、医療従事者の認証を行うログオンボタンとを有する。
【０２３３】
　医療従事者用装置１１３を使用する医療従事者は、入力装置３０３を用いて、医療従事
者ＩＤを入力する入力欄に医療従事者ＩＤ「ＰｊＤ００１」を入力し、医療従事者の認証
のためのパスワードを入力する入力欄にパスワード「ＭｄＡｋｎｒ」を入力し、ログオン
ボタンを押下する。医療従事者用装置１１３は、ログオンボタンが押下されたことを検出
すると、医療従事者ＩＤ「ＰｊＤ００１」とパスワード「ＭｄＡｋｎｒ」とを、制御装置
１１０に送信する。
【０２３４】
　制御装置１１０は、医療従事者ＩＤ「ＰｊＤ００１」とパスワード「ＭｄＡｋｎｒ」と
を受信すると、医療従事者ＩＤ「ＰｊＤ００１」とパスワード「ＭｄＡｋｎｒ」と対応付
けたレコードが医療従事者ログオンテーブル１３００に記憶されているか否かを判定する
。
【０２３５】
　制御装置１１０は、医療従事者ログオンテーブル１３００に記憶されていると判定した
場合、ログオンに成功したと判定して、集計テーブル１２００のうちでプロジェクトＩＤ
項目に、医療従事者が担当するプロジェクトのプロジェクトＩＤが設定されたレコードを
特定する。そして、制御装置１１０は、医療従事者用装置１１３に、特定したレコードに
基づく、医療従事者が操作する精神疾患予防画面の画面情報を作成して、送信する。
【０２３６】
　精神疾患予防画面は、特定したレコードの日付項目の日付と、ニコニコ平均値項目の平
均値と、ニコニコ参加率項目の参加率と、サンクス入力数項目の入力数と、サンクス参加
率項目の参加率とを含む。また、精神疾患予防画面は、特定したレコードの所見数項目の
所見数と、所見受信日付項目の日付とを含んでもよい。
【０２３７】
　一方で、制御装置１１０は、医療従事者ログオンテーブル１３００に記憶されていない
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と判定した場合、ログオンに失敗したとして、ログオンに失敗したことを示す情報を医療
従事者用装置１１３に送信する。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、医療
従事者以外の者が、医療従事者用装置１１３を使用して、メンバーの指標値、コメント、
サンクストークン、メンバーの指標値およびサンクストークンに基づく統計情報を閲覧す
ることを防止することができる。
【０２３８】
　ここでは、制御装置１１０が、医療従事者が一つのプロジェクトを担当する者である場
合について説明したが、これに限らない。例えば、医療従事者が複数のプロジェクトを担
当する者であってもよい。
【０２３９】
　この場合、制御装置１１０は、複数のプロジェクトのプロジェクトＩＤのうちのいずれ
かのプロジェクトＩＤを選択するプロジェクト選択画面の画面情報を作成して、医療従事
者用装置１１３に送信する。このとき、プロジェクト選択画面は、各々のプロジェクトに
おける所見の数を有してもよい。そして、制御装置１１０は、医療従事者用装置１１３に
よって選択されたプロジェクトＩＤを受け付け、集計テーブル１２００のうちで、受け付
けたプロジェクトＩＤがプロジェクトＩＤ項目に設定されたレコードを特定する。次に、
制御装置１１０は、特定したレコードに基づく、医療従事者が操作する精神疾患予防画面
の画面情報を作成して、医療従事者用装置１１３に送信する。
【０２４０】
〈医療従事者の操作〉
　次に、図２６を用いて、医療従事者の操作の一例について説明する。
【０２４１】
　図２６は、医療従事者の操作の一例を示す説明図である。図２６の例では、医療従事者
用装置１１３は、精神状態管理画面２６００の画面情報を受信したことに応じて、出力装
置３０４を用いて、精神状態管理画面２６００を表示する。
【０２４２】
　精神状態管理画面２６００は、グループに属するメンバーの精神状態を表す指標値の平
均値と、グループに属するメンバーのうちで精神状態を表す指標値を入力したメンバーの
割合を表す参加率と、を有する。また、精神状態管理画面２６００は、グループに属する
メンバーのうちサンクストークンを入力したメンバーの数を表す入力数と、グループに属
するメンバーのうちサンクストークンを入力したメンバーの割合を表す参加率とを有する
。
【０２４３】
　また、精神状態管理画面２６００は、支援者から通報されたメンバーＩＤを選択する選
択欄を有してもよい。また、精神状態管理画面２６００は、プロジェクトに属するメンバ
ーに対する支援者からの所見の数と、所見を受信した最新の日付とを有してもよい。また
、精神状態管理画面２６００は、プロジェクトに属するメンバーに対する支援者からの所
見の内容を有してもよい。そして、医療従事者用装置１１３は、選択欄に入力されたメン
バーＩＤを制御装置１１０に送信してもよい。
【０２４４】
　制御装置１１０は、選択欄に入力されたメンバーＩＤを受信すると、受信したメンバー
ＩＤに対応付けて、ニコニコマークテーブル５００に記憶された指標値を特定する。また
、制御装置１１０は、受信したメンバーＩＤに対応付けて、つぶやきテーブル６００に記
憶されたコメントの内容、または一言アドバイスの内容を特定する。また、制御装置１１
０は、受信したメンバーＩＤに対応付けて、サンクストークンテーブル７００に記憶され
たサンクストークンの内容を特定する。
【０２４５】
　そして、制御装置１１０は、特定した情報を含む、メンバー状態管理画面の画面情報を
第３の情報処理装置に送信してもよい。これにより、医療従事者は、第３の情報処理装置
を用いて、通報が必要であると判断されたメンバーについての詳細な情報を閲覧すること
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ができ、メンバーの精神疾患の予防を重点的に行うことができ、精神疾患を防ぐ。また、
医療従事者は、所見の数、および所見の内容を閲覧して、メンバーの精神状態を把握した
り、グループがメンバーに精神疾患を発生させやすい環境になっているか否かを判断した
りすることができる。
【０２４６】
　なお、上述したように、医療従事者が複数のプロジェクトを担当する者であってもよい
。この場合、医療従事者用装置１１３は、精神状態管理画面２６００を表示する前に、プ
ロジェクト選択画面の画面情報を受信し、プロジェクト選択画面を表示してプロジェクト
選択画面において選択されたプロジェクトＩＤを制御装置１１０に送信することになる。
このとき、医療従事者用装置１１３は、プロジェクト選択画面に各々のプロジェクトにお
ける所見の数を表示して、医療従事者が所見の数が相対的に多いプロジェクト、すなわち
精神疾患を発生させやすい環境になっているおそれがあるプロジェクトを把握することが
できるようにしてもよい。そして、医療従事者用装置１１３は、送信したプロジェクトＩ
Ｄに対応する精神状態管理画面２６００の画面情報を受信し、精神状態管理画面２６００
を表示する。
【０２４７】
（メンバーからのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順）
　次に、図２７～図３２を用いて、プロジェクトのグループに属するメンバーからのアク
セスに対する制御装置１１０の応答処理手順の一例について説明する。
【０２４８】
　図２７～図３２は、メンバーからのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の
一例を示すフローチャートである。図２７において、制御装置１１０は、メンバー用装置
１１１からメンバーのログオン画面１６００のアドレスへのアクセスを受け付ける（ステ
ップＳ２７０１）。
【０２４９】
　次に、制御装置１１０は、メンバー用装置１１１の機器ＩＤが登録済みか否かを判定す
る（ステップＳ２７０２）。ここで、登録済みである場合（ステップＳ２７０２：Ｙｅｓ
）、制御装置１１０は、ログオンテーブル４００に基づいて、機器ＩＤに対応するメンバ
ーＩＤを特定する（ステップＳ２７０３）。そして、制御装置１１０は、図２８のステッ
プＳ２８０１の処理に移行する。
【０２５０】
　一方で、登録済みではない場合（ステップＳ２７０２：Ｎｏ）、制御装置１１０は、メ
ンバーのログオン画面１６００の画面情報をメンバー用装置１１１に送信する（ステップ
Ｓ２７０４）。次に、制御装置１１０は、メンバーのログオン画面１６００に入力された
メンバーＩＤとパスワードとを受け付ける（ステップＳ２７０５）。
【０２５１】
　そして、制御装置１１０は、受け付けたメンバーＩＤとパスワードとの組み合わせを、
ログオンテーブル４００の記憶内容と照合する（ステップＳ２７０６）。次に、制御装置
１１０は、受け付けたメンバーＩＤとパスワードとの組み合わせが、ログオンテーブル４
００のメンバーＩＤ項目のメンバーＩＤとパスワード項目のパスワードの組み合わせと一
致するか否かを判定する（ステップＳ２７０７）。
【０２５２】
　ここで、一致しない場合（ステップＳ２７０７：Ｎｏ）、制御装置１１０は、ステップ
Ｓ２７０４の処理に戻る。一方で、一致する場合（ステップＳ２７０７：Ｙｅｓ）、制御
装置１１０は、機器ＩＤを登録するか否かを判定する（ステップＳ２７０８）。ここで、
機器ＩＤを登録しない場合（ステップＳ２７０８：Ｎｏ）、制御装置１１０は、図２８の
ステップＳ２８０１の処理に移行する。一方で、機器ＩＤを登録する場合（ステップＳ２
７０８：Ｙｅｓ）、制御装置１１０は、ログオンテーブル４００に機器ＩＤを登録して（
ステップＳ２７０９）、図２８のステップＳ２８０１の処理に移行する。
【０２５３】
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　図２８において、制御装置１１０は、初期画面１７００の画面情報をメンバー用装置１
１１に送信する（ステップＳ２８０１）。次に、制御装置１１０は、ショート日記が選択
されたか否かを判定する（ステップＳ２８０２）。ここで、ショート日記が選択された場
合（ステップＳ２８０２：Ｙｅｓ）、制御装置１１０は、図２９のステップＳ２９０１の
処理に移行する。
【０２５４】
　一方で、ショート日記が選択されなかった場合（ステップＳ２８０２：Ｎｏ）、制御装
置１１０は、サンクストークン送信が選択されたか否かを判定する（ステップＳ２８０３
）。ここで、サンクストークン送信が選択された場合（ステップＳ２８０３：Ｙｅｓ）、
制御装置１１０は、図３０のステップＳ３００１の処理に移行する。
【０２５５】
　一方で、サンクストークン送信が選択されなかった場合（ステップＳ２８０３：Ｎｏ）
、制御装置１１０は、サンクストークン受信が選択されたか否かを判定する（ステップＳ
２８０４）。ここで、サンクストークン受信が選択された場合（ステップＳ２８０４：Ｙ
ｅｓ）、制御装置１１０は、図３１のステップＳ３１０１の処理に移行する。
【０２５６】
　一方で、サンクストークン受信が選択されなかった場合（ステップＳ２８０４：Ｎｏ）
、制御装置１１０は、一言アドバイスが選択されたか否かを判定する（ステップＳ２８０
５）。ここで、一言アドバイスが選択された場合（ステップＳ２８０５：Ｙｅｓ）、制御
装置１１０は、図３２のステップＳ３２０１の処理に移行する。
【０２５７】
　一方で、一言アドバイスが選択されなかった場合（ステップＳ２８０５：Ｎｏ）、制御
装置１１０は、ログオフをして（ステップＳ２８０６）、メンバーからのアクセスに対す
る応答処理を終了する。
【０２５８】
　図２９において、制御装置１１０は、メンバーの精神状態を表す指標値を入力する入力
欄１８０３と、メンバーのコメントを入力する入力欄１８０６となどを有するショート日
記画面１８００の画面情報を作成する（ステップＳ２９０１）。次に、制御装置１１０は
、作成したショート日記画面１８００の画面情報をメンバー用装置１１１に送信する（ス
テップＳ２９０２）。
【０２５９】
　そして、制御装置１１０は、ショート日記画面１８００に入力された入力内容を受信す
る（ステップＳ２９０３）。次に、制御装置１１０は、入力内容に基づいて、ニコニコマ
ークテーブル５００と、つぶやきテーブル６００とを更新する（ステップＳ２９０４）。
そして、制御装置１１０は、図２８のステップＳ２８０１の処理に戻る。
【０２６０】
　図３０において、制御装置１１０は、メンバーリストテーブル８００のうちでメンバー
ＩＤ項目にメンバーＩＤが設定されたレコードを特定して、特定したレコードのプロジェ
クトＩＤ項目に設定されたプロジェクトＩＤを抽出する（ステップＳ３００１）。
【０２６１】
　次に、制御装置１１０は、メンバーリストテーブル８００のうちでプロジェクトＩＤ項
目に抽出したプロジェクトＩＤが設定されたすべてのレコードを特定し、特定したレコー
ドのメンバーＩＤ項目に設定されたメンバーＩＤを抽出する（ステップＳ３００２）。
【０２６２】
　そして、制御装置１１０は、抽出したメンバーＩＤから、サンクストークン送信画面１
９００の画面情報を作成する（ステップＳ３００３）。サンクストークン送信画面１９０
０は、例えば、サンクストークンの宛先を選択する選択欄１９０１と、サンクストークン
の内容を入力する入力欄１９０２と、サンクストークンを送信する送信ボタン１９０３と
を有する。
【０２６３】
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　次に、制御装置１１０は、作成したサンクストークン送信画面１９００の画面情報をメ
ンバー用装置１１１に送信する（ステップＳ３００４）。そして、制御装置１１０は、サ
ンクストークン送信画面１９００に入力された入力内容を受信する（ステップＳ３００５
）。
【０２６４】
　次に、制御装置１１０は、入力内容に基づいて、サンクストークンテーブル７００を更
新する（ステップＳ３００６）。そして、制御装置１１０は、図２８のステップＳ２８０
１の処理に戻る。
【０２６５】
　図３１において、制御装置１１０は、サンクストークンテーブル７００のうちでメンバ
ーＩＤが宛先メンバーＩＤ項目に設定されたレコードを特定して、特定したレコードのメ
ンバーＩＤ項目のメンバーＩＤが示すメンバーと、日付項目の日付とを抽出する（ステッ
プＳ３１０１）。
【０２６６】
　次に、制御装置１１０は、抽出したメンバーＩＤと日付とを含むサンクストークン受信
画面２０００の画面情報を作成する（ステップＳ３１０２）。そして、制御装置１１０は
、作成したサンクストークン受信画面２０００の画面情報をメンバー用装置１１１に送信
する（ステップＳ３１０３）。次に、制御装置１１０は、サンクストークン受信画面２０
００に入力された入力内容を受信する（ステップＳ３１０４）。
【０２６７】
　そして、制御装置１１０は、入力内容に基づいて、サンクストークンテーブル７００の
うちで入力内容がメンバーＩＤ項目と日付項目とに設定されたレコードを特定して、特定
したレコードのサンクストークン項目のサンクストークンの内容を抽出する（ステップＳ
３１０５）。
【０２６８】
　次に、制御装置１１０は、抽出したメンバーＩＤと日付とを含み、さらに、抽出したサ
ンクストークンの内容を含む、サンクストークン受信画面２０００の画面情報を作成する
（ステップＳ３１０６）。そして、制御装置１１０は、作成したサンクストークン受信画
面２０００の画面情報をメンバー用装置１１１に送信して（ステップＳ３１０７）、図２
８のステップＳ２８０１の処理に戻る。
【０２６９】
　図３２において、制御装置１１０は、つぶやきテーブル６００のうちで、メンバーＩＤ
がメンバーＩＤ項目に設定されたレコードを特定して、特定したレコードの日付項目の日
付とフラグ項目のフラグとを抽出する（ステップＳ３２０１）。
【０２７０】
　次に、制御装置１１０は、抽出した日付とフラグとの組み合わせを含む一言アドバイス
画面２１００の画面情報を作成する（ステップＳ３２０２）。そして、制御装置１１０は
、作成した一言アドバイス画面２１００の画面情報をメンバー用装置１１１に送信する（
ステップＳ３２０３）。
【０２７１】
　次に、制御装置１１０は、一言アドバイス画面２１００に入力された入力内容を受信す
る（ステップＳ３２０４）。そして、制御装置１１０は、つぶやきテーブル６００の受信
した入力内容が日付項目とフラグ項目に設定されたレコードを特定して、特定したレコー
ドのつぶやき項目のコメントの内容、または一言アドバイスの内容を抽出する（ステップ
Ｓ３２０５）。
【０２７２】
　次に、制御装置１１０は、抽出した日付とフラグとの組み合わせを含み、さらに、抽出
した内容を含む一言アドバイス画面２１００の画面情報を作成する（ステップＳ３２０６
）。そして、制御装置１１０は、作成した一言アドバイス画面２１００の画面情報をメン
バー用装置１１１に送信して（ステップＳ３２０７）、図２８のステップＳ２８０１の処
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理に戻る。
【０２７３】
（制御装置１１０の集計処理手順）
　次に、図３３を用いて、受信した指標値やサンクストークンに対する制御装置１１０の
集計処理手順の一例について説明する。
【０２７４】
　図３３は、制御装置１１０の集計処理手順の一例を示すフローチャートである。図３３
において、制御装置１１０は、複数のプロジェクトのプロジェクトＩＤのうちの未選択の
プロジェクトＩＤを選択する（ステップＳ３３０１）。
【０２７５】
　次に、制御装置１１０は、メンバーリストテーブル８００のうちで、所定の日付が日付
項目に設定され、かつ、選択したプロジェクトＩＤがプロジェクトＩＤ項目に設定された
すべてのレコードを特定する。そして、制御装置１１０は、特定したレコードのメンバー
ＩＤ項目のメンバーＩＤを抽出する（ステップＳ３３０２）。
【０２７６】
　そして、制御装置１１０は、ニコニコマークテーブル５００のうちで、抽出したメンバ
ーＩＤがメンバーＩＤ項目に設定されたレコードを特定して、特定したレコードの指標値
項目の指標値を抽出して、抽出した指標値の平均値を算出する（ステップＳ３３０３）。
次に、制御装置１１０は、特定したレコードの割合を算出する（ステップＳ３３０４）。
【０２７７】
　そして、制御装置１１０は、サンクストークンテーブル７００のうちで、抽出したメン
バーＩＤがメンバーＩＤ項目に設定されたレコードを特定して、レコードの数を算出する
（ステップＳ３３０５）。次に、制御装置１１０は、特定したレコードの割合を算出する
（ステップＳ３３０６）。
【０２７８】
　そして、制御装置１１０は、指標値の平均値と、指標値の割合と、レコードの数と、レ
コードの割合とを対応付けたレコードを集計テーブル１２００に登録する（ステップＳ３
３０７）。次に、制御装置１１０は、すべてのプロジェクトＩＤを選択したか否かを判定
する（ステップＳ３３０８）。
【０２７９】
　ここで、すべてのプロジェクトＩＤを選択していない場合（ステップＳ３３０８：Ｎｏ
）、制御装置１１０は、ステップＳ３３０１の処理に戻る。一方で、すべてのプロジェク
トＩＤを選択している場合（ステップＳ３３０８：Ｙｅｓ）、制御装置１１０は、集計処
理を終了する。
【０２８０】
（支援者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順）
　次に、図３４～図３６を用いて、プロジェクトのグループに属するメンバーを支援する
支援者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の一例について説明する。
【０２８１】
　図３４～図３６は、支援者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の一
例を示すフローチャートである。図３４において、制御装置１１０は、支援者用装置１１
２から支援者のログオン画面のアドレスへのアクセスを受け付ける（ステップＳ３４０１
）。
【０２８２】
　次に、制御装置１１０は、ログオン画面の画面情報を支援者用装置１１２に送信する（
ステップＳ３４０２）。そして、制御装置１１０は、ログオン画面に入力された支援者Ｉ
Ｄとパスワードとを受け付ける（ステップＳ３４０３）。
【０２８３】
　次に、制御装置１１０は、受け付けた支援者ＩＤとパスワードとの組み合わせを、支援
者ログオンテーブル１１００の記憶内容と照合する（ステップＳ３４０４）。そして、制
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御装置１１０は、受け付けた支援者ＩＤとパスワードとの組み合わせが、支援者ログオン
テーブル１１００の支援者ＩＤ項目の支援者ＩＤとパスワード項目のパスワードの組み合
わせと一致するか否かを判定する（ステップＳ３４０５）。
【０２８４】
　ここで、一致しない場合（ステップＳ３４０５：Ｎｏ）、制御装置１１０は、ステップ
Ｓ３４０２の処理に戻る。一方で、一致する場合（ステップＳ３４０５：Ｙｅｓ）、制御
装置１１０は、図３５のステップＳ３５０１の処理に移行する。
【０２８５】
　図３５において、制御装置１１０は、プロジェクト管理者リストテーブル１０００のう
ちで、受け付けた支援者ＩＤが支援者ＩＤ項目に設定されたレコードを特定する。そして
、制御装置１１０は、特定したレコードのプロジェクトＩＤ項目に設定されたプロジェク
トＩＤを抽出する（ステップＳ３５０１）。
【０２８６】
　次に、制御装置１１０は、メンバーリストテーブル８００のうちで、抽出したプロジェ
クトＩＤがプロジェクトＩＤ項目に設定されたすべてのレコードを特定する。そして、制
御装置１１０は、特定したレコードのメンバーＩＤ項目のメンバーＩＤを含む、メンバー
選択画面２４００の画面情報を作成し、支援者用装置１１２に送信する（ステップＳ３５
０２）。
【０２８７】
　そして、制御装置１１０は、メンバー選択画面２４００に入力されたメンバーＩＤを受
信する（ステップＳ３５０３）。次に、制御装置１１０は、つぶやきテーブル６００のう
ちで、受信したメンバーＩＤがメンバーＩＤ項目に設定されたすべてのレコードを特定し
て、特定したレコードのつぶやき項目のコメントの内容、または一言アドバイスの内容を
抽出する（ステップＳ３５０４）。
【０２８８】
　そして、制御装置１１０は、抽出したコメントの内容、および一言アドバイスの内容を
含む、一言アドバイス入力画面２５００の画面情報を作成する（ステップＳ３５０５）。
次に、制御装置１１０は、作成した一言アドバイス入力画面２５００の画面情報を支援者
用装置１１２に送信する（ステップＳ３５０６）。
【０２８９】
　そして、制御装置１１０は、一言アドバイス入力画面２５００に入力された入力内容を
受信する（ステップＳ３５０７）。次に、制御装置１１０は、入力内容が一言アドバイス
の内容であるか否かを判定する（ステップＳ３５０８）。ここで、一言アドバイスの内容
である場合（ステップＳ３５０８：Ｙｅｓ）、制御装置１１０は、つぶやきテーブル６０
０を更新して（ステップＳ３５０９）、支援者からのアクセスに対する応答処理を終了す
る。
【０２９０】
　一方で、一言アドバイスの内容ではなく、医療従事者への通報が必要であることを示す
情報である場合（ステップＳ３５０８：Ｎｏ）、制御装置１１０は、図３６のステップＳ
３６０１の処理に移行する。
【０２９１】
　図３６において、制御装置１１０は、通報が必要なメンバーのメンバーＩＤに対応する
氏名など、メンバーを特定する情報を含む通報情報を作成する（ステップＳ３６０１）。
次に、制御装置１１０は、作成した通報情報を医療従事者用装置１１３に送信する（ステ
ップＳ３６０２）。そして、制御装置１１０は、集計テーブル１２００の所見数項目をイ
ンクリメントして、所見受信日付項目に入力内容を受信した日付を設定して（ステップＳ
３６０３）、支援者からのアクセスに対する応答処理を終了する。なお、医療従事者に割
り当てられたメールアドレスへ、通報情報を送信することにより、メールアドレスを医療
従事者の識別情報として利用し、当該メールを受信するコンピュータを医療従事者用装置
１１３として利用してもよい。
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【０２９２】
（医療従事者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順）
　次に、図３７を用いて、医療従事者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理
手順の一例について説明する。
【０２９３】
　図３７は、医療従事者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順の一例を
示すフローチャートである。図３７において、制御装置１１０は、医療従事者用装置１１
３から医療従事者のログオン画面のアドレスへのアクセスを受け付ける（ステップＳ３７
０１）。
【０２９４】
　次に、制御装置１１０は、ログオン画面の画面情報を医療従事者用装置１１３に送信す
る（ステップＳ３７０２）。そして、制御装置１１０は、ログオン画面に入力された医療
従事者ＩＤとパスワードとを受け付ける（ステップＳ３７０３）。
【０２９５】
　そして、制御装置１１０は、受け付けた医療従事者ＩＤとパスワードとの組み合わせを
、医療従事者ログオンテーブル１３００の記憶内容と照合する（ステップＳ３７０４）。
次に、制御装置１１０は、受け付けた医療従事者ＩＤとパスワードとの組み合わせが、医
療従事者ログオンテーブル１３００の医療従事者ＩＤ項目の医療従事者ＩＤとパスワード
項目のパスワードの組み合わせと一致するか否かを判定する（ステップＳ３７０５）。
【０２９６】
　ここで、一致しない場合（ステップＳ３７０５：Ｎｏ）、制御装置１１０は、ステップ
Ｓ３７０２の処理に戻る。一方で、一致する場合（ステップＳ３７０５：Ｙｅｓ）、制御
装置１１０は、集計テーブル１２００のプロジェクトＩＤ項目に設定されたプロジェクト
ＩＤを含む、プロジェクト選択画面の画面情報を医療従事者用装置１１３に送信する（ス
テップＳ３７０６）。プロジェクト選択画面は、集計テーブル１２００に記憶してある統
計情報と共に、所見数と、所見数が更新された更新日時とを合わせて表示するように画面
情報を生成してもよい。また、プロジェクト選択画面は、所見数が更新された更新日時の
新しい順にソートして表示するように画面情報を生成してもよい。
【０２９７】
　次に、制御装置１１０は、プロジェクト選択画面に入力されたプロジェクトＩＤを受信
する（ステップＳ３７０７）。そして、制御装置１１０は、集計テーブル１２００のうち
で、受信したプロジェクトＩＤがプロジェクトＩＤ項目に設定されたレコードを特定して
、特定したレコードの各項目の内容を含む、精神状態管理画面２６００の画面情報を作成
する（ステップＳ３７０８）。
【０２９８】
　次に、制御装置１１０は、作成した精神状態管理画面２６００の画面情報を医療従事者
用装置１１３に送信する（ステップＳ３７０９）。そして、制御装置１１０は、医療従事
者からのアクセスに対する応答処理を終了する。
【０２９９】
（プロジェクト管理者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順）
　次に、図３８を用いて、プロジェクト管理者からのアクセスに対する制御装置１１０の
応答処理手順の一例について説明する。
【０３００】
　図３８は、プロジェクト管理者からのアクセスに対する制御装置１１０の応答処理手順
の一例を示すフローチャートである。図３８において、制御装置１１０は、プロジェクト
管理者用装置１１４からプロジェクト管理者のログオン画面２２００のアドレスへのアク
セスを受け付ける（ステップＳ３８０１）。
【０３０１】
　次に、制御装置１１０は、プロジェクト管理者のログオン画面の画面情報をプロジェク
ト管理者用装置１１４に送信する（ステップＳ３８０２）。そして、制御装置１１０は、
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ログオン画面に入力されたプロジェクト管理者ＩＤとパスワードとを受け付ける（ステッ
プＳ３８０３）。
【０３０２】
　そして、制御装置１１０は、受け付けたプロジェクト管理者ＩＤとパスワードとの組み
合わせを、プロジェクト管理者ログオンテーブル９００の記憶内容と照合する（ステップ
Ｓ３８０４）。次に、制御装置１１０は、受け付けたプロジェクト管理者ＩＤとパスワー
ドとの組み合わせが、プロジェクト管理者ログオンテーブル９００のプロジェクト管理者
ＩＤ項目のプロジェクト管理者ＩＤとパスワード項目のパスワードの組み合わせと一致す
るか否かを判定する（ステップＳ３８０５）。
【０３０３】
　ここで、一致しない場合（ステップＳ３８０５：Ｎｏ）、制御装置１１０は、ステップ
Ｓ３８０２の処理に戻る。一方で、一致する場合（ステップＳ３８０５：Ｙｅｓ）、制御
装置１１０は、集計テーブル１２００のプロジェクトＩＤ項目に設定されたプロジェクト
ＩＤを含む、プロジェクト選択画面の画面情報をプロジェクト管理者用装置１１４に送信
する（ステップＳ３８０６）。
【０３０４】
　次に、制御装置１１０は、プロジェクト選択画面に入力されたプロジェクトＩＤを受信
する（ステップＳ３８０７）。そして、制御装置１１０は、集計テーブル１２００のうち
で、受信したプロジェクトＩＤがプロジェクトＩＤ項目に設定されたレコードを特定して
、特定したレコードの各項目の内容を含む、グループ管理画面２３００の画面情報を作成
する（ステップＳ３８０８）。
【０３０５】
　次に、制御装置１１０は、作成したグループ管理画面２３００の画面情報をプロジェク
ト管理者用装置１１４に送信する（ステップＳ３８０９）。そして、制御装置１１０は、
プロジェクト管理者からのアクセスに対する応答処理を終了する。
【０３０６】
　以上説明したように、精神疾患予防支援システム１００によれば、グループに属するメ
ンバーが入力したコメントを、グループに属さない支援者に送信することにより、メンバ
ーの精神疾患の予兆を発見する機会を支援者にまで広げることができる。また、精神疾患
予防支援システム１００によれば、メンバーが入力したコメントを、グループに属する他
のメンバーには閲覧させず、グループに属さない支援者に閲覧させることができる。これ
により、精神疾患予防支援システム１００は、メンバーが、グループに属する他のメンバ
ーとの人間関係およびグループに属しグループを管理するプロジェクト管理者からの人事
評価などを気にすることなくコメントを入力することができる環境を提供することができ
る。
【０３０７】
　また、精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーが入力した指標値の統計情
報を算出し、グループに属し、グループを管理するプロジェクト管理者が使用するプロジ
ェクト管理者用装置１１４に、算出した統計情報を送信してもよい。また、精神疾患予防
支援システム１００によれば、メンバーが入力した他のメンバーへのサンクストークンの
統計情報を算出し、グループに属し、グループを管理するプロジェクト管理者が使用する
プロジェクト管理者用装置１１４に、算出した統計情報を送信してもよい。
【０３０８】
　これにより、精神疾患予防支援システム１００は、プロジェクト管理者にグループの状
態を把握させて、プロジェクト管理者にグループの状態改善を促すことができる。また、
精神疾患予防支援システム１００によれば、グループに属するプロジェクト管理者には、
指標値やサンクストークンそのものを閲覧させることなく、指標値やサンクストークンに
基づく統計情報にしてから閲覧させることができる。これにより、精神疾患予防支援シス
テム１００は、メンバーが、グループに属する他のメンバーとの人間関係およびグループ
に属しグループを管理するプロジェクト管理者からの人事評価などを気にすることなく、
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指標値やサンクストークンを入力することができる環境を提供することができる。
【０３０９】
　また、精神疾患予防支援システム１００によれば、指標値の統計情報を医療従事者に提
供して、医療従事者にグループの状態を把握させることができ、医療従事者が精神疾患の
対策をすることを支援することができる。また、精神疾患予防支援システム１００によれ
ば、医療従事者が複数のグループの各々のグループに属するすべてのメンバーの精神状態
を監視しなくてもよくなる。これにより、医療従事者の負担を低減することができ、医療
従事者は、精神疾患の可能性があるメンバーに集中して精神疾患の対策をすることができ
る。
【０３１０】
　また、精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーが入力した指標値の統計情
報を算出し、グループに属し、グループを管理するプロジェクト管理者が使用するプロジ
ェクト管理者用装置１１４に、算出した統計情報を送信することができる。これにより、
精神疾患予防支援システム１００は、プロジェクト管理者にグループの状態を把握させて
、プロジェクト管理者にグループの状態改善を促すことができる。また、精神疾患予防支
援システム１００によれば、グループに属するプロジェクト管理者には、指標値そのもの
を閲覧させることなく、指標値に基づく統計情報にしてから閲覧させることができる。こ
れにより、精神疾患予防支援システム１００は、メンバーが、グループに属する他のメン
バーとの人間関係およびグループに属しグループを管理するプロジェクト管理者からの人
事評価などを気にすることなく、指標値を入力することができる環境を提供することがで
きる。
【０３１１】
　また、精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーに、メンバーが使用するメ
ンバー用装置１１１によって、他のメンバーからのサンクストークンを閲覧させることが
できる。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、メンバーの間の交流を活性化
して、精神疾患の予防を支援することができる。また、精神疾患予防支援システム１００
によれば、サンクストークンの統計情報を医療従事者に提供して、医療従事者にメンバー
の間の交流の度合いを把握させることができ、医療従事者が精神疾患の対策をすることを
支援することができる。
【０３１２】
　また、精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーに、メンバーが使用するメ
ンバー用装置１１１によって、メンバーに対する支援者からの一言アドバイスを閲覧させ
ることができる。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、一言アドバイスのや
り取りによりメンバーと支援者との交流を活性化して、精神疾患の予防を支援することが
できる。また、精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーと支援者との交流を
活性化して、支援者に閲覧されるメンバーのコメントを入力しやすい環境を提供すること
ができる。
【０３１３】
　また、精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバー用装置１１１からメンバー
の認証情報を受信して、メンバーの認証に成功してから、メンバー用装置１１１と情報を
やり取りすることができる。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、メンバー
以外の者が、メンバー用装置１１１を使用して、メンバーの指標値を入力したり、メンバ
ーのコメント、およびサンクストークンを閲覧したりすることを防止することができる。
【０３１４】
　また、精神疾患予防支援システム１００によれば、支援者用装置１１２から支援者の認
証情報を受信して、支援者の認証に成功してから、支援者用装置１１２と情報をやり取り
することができる。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、支援者以外の者が
、支援者用装置１１２を使用して、メンバーのコメントなどを閲覧したりすることを防止
することができる。
【０３１５】
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　また、精神疾患予防支援システム１００によれば、医療従事者用装置１１３から医療従
事者の認証情報を受信して、医療従事者の認証に成功してから、医療従事者用装置１１３
と情報をやり取りすることができる。これにより、精神疾患予防支援システム１００は、
医療従事者以外の者が、医療従事者用装置１１３を使用して、メンバーの指標値、コメン
ト、サンクストークン、メンバーの指標値およびサンクストークンに基づく統計情報を閲
覧することを防止することができる。
【０３１６】
　また、精神疾患予防支援システム１００によれば、プロジェクト管理者用装置１１４か
らプロジェクト管理者の認証情報を受信して、プロジェクト管理者の認証に成功してから
、プロジェクト管理者用装置１１４と情報をやり取りすることができる。これにより、精
神疾患予防支援システム１００は、プロジェクト管理者以外の者が、プロジェクト管理者
用装置１１４を使用して、メンバーの指標値、およびサンクストークンに基づく統計情報
を閲覧することを防止することができる。
【０３１７】
　また、精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーが主観に基づいて入力した
指標値やコメントを、支援者や医療従事者に閲覧させることができ、メンバーの精神状態
を把握しやすくする環境を提供することができる。また、精神疾患予防支援システム１０
０によれば、外部のカウンセリングに関する知識を有する支援者を有効に活用して、精神
疾患支援の予防を支援することができる。また、精神疾患予防支援システム１００によれ
ば、医療従事者に、各々のテーブルの記憶内容と、実際に精神疾患にかかったメンバーと
、を参照させることにより、精神疾患にかかる場合の各々のテーブルの内容の規則性を発
見しやすくする環境を提供することができる。
【０３１８】
　ここで、従来では、医療従事者が相談ブースなどを設けてメンバーからの相談を受け付
けることが行われている。しかしながら、この場合、メンバーの自覚症状がなく相談に訪
れない場合、またはメンバーが相談にかける時間が不足している場合などには、精神疾患
の予防ができないことがある。また、この場合、メンバーの精神疾患が軽度なうちに発見
することができないことがある。また、この場合、近年の労働環境の多様化によって、自
宅勤務をするメンバー、他社に出向して勤務するメンバー、または複数の会社から集まっ
たメンバーなど多様なメンバーがいる場合には、医療従事者が対応できないことがある。
【０３１９】
　一方で、本実施の形態の精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーが入力し
た精神状態を表す指標値に基づいて精神疾患の発見を支援することができる。このため、
本実施の形態の精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーが精神状態を表す指
標値を入力すればよく、医療従事者に相談する場合に比べて、メンバーが気軽に参加でき
る環境を提供することができる。また、本実施の形態の精神疾患予防支援システム１００
によれば、多様なメンバーがいる場合であっても、各々のメンバーがメンバー用装置１１
１から指標値やコメントを入力すればよいため、多様なメンバーがいる場合にも対応する
ことができ、精神疾患の予兆の発見を支援することができる。
【０３２０】
　ここで、従来では、年に複数回、ストレスチェックなどのテストを行って、メンバーの
精神疾患を検査することが行われている。しかしながら、この場合、ストレスチェックな
どのテストにかかる時間が膨大になってしまう。また、この場合、鬱病などの精神疾患の
予兆が出始めてから実際に鬱病などの精神疾患によって労働に支障が出るまでの期間とい
われる２週間に比べて、テストの実施間隔が長いため、精神疾患の予兆を発見できない場
合がある。
【０３２１】
　一方で、本実施の形態の精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーが入力し
た精神状態を表す指標値に基づいて精神疾患の発見を支援することができる。このため、
本実施の形態の精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーが精神状態を表す指
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標値を入力すればよく、ストレスチェックなどのテストを行う場合に比べて、メンバーが
気軽に参加できる環境を提供することができる。
【０３２２】
　また、本実施の形態の精神疾患予防支援システム１００によれば、メンバーがメンバー
用装置１１１を用いてコメントをいつでも入力することができる。これにより、本実施の
形態の精神疾患予防支援システム１００は、鬱病などの精神疾患の予兆が出始めてから実
際に鬱病などの精神疾患によって労働に支障が出るまでの期間といわれる２週間における
、メンバーからの精神疾患の予兆を発見しやすくする環境を提供することができる。
【０３２３】
　なお、本実施の形態で説明した精神疾患予防支援方法は、予め用意されたプログラムを
パーソナル・コンピュータやワークステーション等のコンピュータで実行することにより
実現することができる。本精神疾患予防支援プログラムは、ハードディスク、フレキシブ
ルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に
記録され、コンピュータによって記録媒体から読み出されることによって実行される。ま
た本精神疾患予防支援プログラムは、インターネット等のネットワークを介して配布して
もよい。
【０３２４】
　上述した実施の形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
【０３２５】
（付記１）グループに属するメンバーを識別するメンバーの識別情報と、前記メンバーを
支援する支援者を識別する支援者の識別情報と、医療従事者を識別する医療従事者の識別
情報とを記憶する利用者記憶部を有するコンピュータが、
　前記メンバーの識別情報に対応する第１の情報処理装置に、前記メンバーのコメントと
精神状態を表す指標値とを入力する第１の入力画面を表す画面情報を送信し、
　前記第１の情報処理装置から前記第１の入力画面に入力された前記コメントまたは／お
よび前記指標値を受信し、
　受信した前記コメントまたは／および前記指標値を前記メンバーの識別情報に対応付け
て記憶部に記憶し、
　前記支援者の識別情報に対応する第２の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対
応付けて前記記憶部に記憶されたコメントと、前記医療従事者への通報の要否を示す情報
を入力する第２の入力画面を表す画面情報と、を送信し、
　前記第２の情報処理装置から前記第２の入力画面に入力された前記医療従事者への通報
が必要であることを示す情報を受信したことに応じて、前記医療従事者の識別情報に対応
する第３の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて記憶された情報を送信
する、
　処理を実行することを特徴とする精神疾患予防支援方法。
【０３２６】
（付記２）前記利用者記憶部は、前記グループを管理する管理者を識別する管理者の識別
情報を記憶し、
　前記コンピュータが、
　前記管理者の識別情報に対応する第４の情報処理装置に、前記記憶部に記憶された指標
値に基づく前記グループにおける指標値の統計情報を送信する、
　処理を実行することを特徴とする付記１に記載の精神疾患予防支援方法。
【０３２７】
（付記３）前記コンピュータが、
　前記グループに属する他のメンバーの識別情報に対応する第５の情報処理装置に、前記
メンバーへのメッセージを入力する第３の入力画面を表す画面情報を送信し、
　前記第５の情報処理装置から前記第３の入力画面に入力された前記メッセージを受信し
たことに応じて、前記メンバーの識別情報に対応付けて、前記他のメンバーの識別情報と
、受信した前記メッセージとを、前記記憶部に記憶し、
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　前記第１の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて前記記憶部に記憶さ
れた他のメンバーの識別情報とメッセージとを送信する、
　処理を実行することを特徴とする付記１または２に記載の精神疾患予防支援方法。
【０３２８】
（付記４）前記コンピュータが、
　前記第２の情報処理装置から前記第２の入力画面に入力された前記医療従事者への通報
が必要であることを示す情報を受信したことに応じて、前記第３の情報処理装置に、前記
メンバーの識別情報と、前記メンバーの識別情報に対応付けて前記記憶部に記憶された指
標値と他のメンバーの識別情報とメッセージとを送信する、
　処理を実行することを特徴とする付記３に記載の精神疾患予防支援方法。
【０３２９】
（付記５）前記コンピュータが、
　前記グループを管理する管理者に対応する第４の情報処理装置に、前記記憶部に記憶さ
れた他のメンバーの識別情報とメッセージとに基づく前記グループにおけるメッセージの
統計情報を送信する、
　処理を実行することを特徴とする付記３または４に記載の精神疾患予防支援方法。
【０３３０】
（付記６）前記第２の入力画面は、さらに、前記メンバーのコメントに対する応答コメン
トを入力する画面であって、
　前記コンピュータが、
　前記第２の情報処理装置から前記第２の入力画面に入力された前記応答コメントを受信
したことに応じて、前記メンバーの識別情報に対応付けて、受信した前記応答コメントを
前記記憶部に記憶し、
　前記第１の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて前記記憶部に記憶さ
れた応答コメントを送信する、
　処理を実行することを特徴とする付記１～５のいずれか一つに記載の精神疾患予防支援
方法。
【０３３１】
（付記７）前記コンピュータが、
　前記第１の情報処理装置から前記メンバーの認証情報を受信したことに応じて、受信し
た前記認証情報に基づいて前記メンバーの認証を行う処理を実行し、
　前記第１の入力画面を表す画面情報を送信する処理は、前記メンバーの認証に成功した
ことに応じて、前記第１の情報処理装置に、前記第１の入力画面を表す画面情報を送信す
ることを特徴とする付記１～６のいずれか一つに記載の精神疾患予防支援方法。
【０３３２】
（付記８）前記コンピュータが、
　前記第２の情報処理装置から前記支援者の認証情報を受信したことに応じて、受信した
前記認証情報に基づいて前記支援者の認証を行う処理を実行し、
　前記第２の入力画面を表す画面情報を送信する処理は、前記支援者の認証に成功したこ
とに応じて、前記第２の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて前記記憶
部に記憶されたコメントと、前記第２の入力画面を表す画面情報と、を送信することを特
徴とする付記１～７のいずれか一つに記載の精神疾患予防支援方法。
【０３３３】
（付記９）前記コンピュータが、
　前記第３の情報処理装置から前記医療従事者の認証情報を受信したことに応じて、受信
した前記認証情報に基づいて前記医療従事者の認証を行う処理を実行し、
　前記指標値を送信する処理は、前記医療従事者の認証に成功したことに応じて、前記第
３の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて記憶された情報を送信するこ
とを特徴とする付記１～８のいずれか一つに記載の精神疾患予防支援方法。
【０３３４】
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（付記１０）コンピュータに、
　利用者記憶部にグループに属するメンバーを識別するメンバーの識別情報と、前記メン
バーを支援する支援者を識別する支援者の識別情報と、医療従事者を識別する医療従事者
の識別情報とを記憶させ、
　前記メンバーの識別情報に対応する第１の情報処理装置に、前記メンバーのコメントと
精神状態を表す指標値とを入力する第１の入力画面を表す画面情報を送信し、
　前記第１の情報処理装置から前記第１の入力画面に入力された前記コメントまたは／お
よび前記指標値を受信し、
　前記メンバーの識別情報に対応付けて、受信した前記コメントまたは／および前記指標
値を記憶部に記憶し、
　前記支援者の識別情報に対応する第２の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対
応付けて前記記憶部に記憶されたコメントと、前記医療従事者への通報の要否を示す情報
を入力する第２の入力画面を表す画面情報と、を送信し、
　前記第２の情報処理装置から前記第２の入力画面に入力された前記医療従事者への通報
が必要であることを示す情報を受信したことに応じて、前記医療従事者の識別情報に対応
する第３の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて記憶された情報を送信
する、
　処理を実行させることを特徴とする精神疾患予防支援プログラム。
【０３３５】
（付記１１）グループに属するメンバーを識別するメンバーの識別情報と、前記メンバー
を支援する支援者を識別する支援者の識別情報と、医療従事者を識別する医療従事者の識
別情報とを記憶する利用者記憶部と、
　　前記メンバーの識別情報に対応する第１の情報処理装置に、前記メンバーのコメント
と精神状態を表す指標値とを入力する第１の入力画面を表す画面情報を送信し、
　　前記第１の情報処理装置から前記第１の入力画面に入力された前記コメントまたは／
および前記指標値を受信し、
　　受信した前記コメントまたは／および前記指標値を前記メンバーの識別情報に対応付
けて記憶部に記憶し、
　　前記支援者の識別情報に対応する第２の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に
対応付けて前記記憶部に記憶されたコメントと、前記医療従事者への通報の要否を示す情
報を入力する第２の入力画面を表す画面情報と、を送信し、
　　前記第２の情報処理装置から前記第２の入力画面に入力された前記医療従事者への通
報が必要であることを示す情報を受信したことに応じて、前記医療従事者の識別情報に対
応する第３の情報処理装置に、前記メンバーの識別情報に対応付けて記憶された情報を送
信する制御部と、
　を有することを特徴とする精神疾患予防支援装置。
【符号の説明】
【０３３６】
　１００　精神疾患予防支援システム
　１１０　制御装置
　１１１　メンバー用装置
　１１２　支援者用装置
　１１３　医療従事者用装置
　１１４　プロジェクト管理者用装置
　１４０１　記憶部
　１４０２　通信部
　１４０３　制御部
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